
 

 

 

 

兵庫県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会 

南海トラフ巨大地震等災害発生時の緊急輸送道路等確保ワーキング 

 

 

第３回ワーキング 

 

 

日時：平成３１年１月１８日（金）１４：００～１６：００ 

場所：兵庫県中央労働センター１階小ホール 

 

 

議事次第 

 
 
１．開会あいさつ 
 
２．ワーキング申し合わせ改訂 
 

３．兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案）の全体構成とワーキング承

認計画 

 

４．第２回ワーキング議事概要 

 

５．第３回ワーキング承認事項 

 

６．今後の検討項目（第４回ワーキング以降承認事項） 

 
７．今後のスケジュール 
 
 
                                    
                             以上 
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議事次第に対応した資料 

 

項目 提示資料 

２．ワーキング申し合わせ改訂 資料-１：申し合わせ改訂案 

３．兵庫県阪神淡路地域道路啓開計

画（案）の全体構成とワーキン

グ承認計画 

資料-２：兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案） 

全体構成とワーキング承認計画 

４．第２回ワーキング議事概要 資料-３：第２回ワーキング議事概要 

５．第３回ワーキング承認事項 

 

資料-４：兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案） 

     前提条件 

 

資料-５：兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案） 

     基本的な考え方 

 

資料-６：兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案） 

     啓開ルート計画 

 

資料-７：兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案） 

     情報収集・連絡・連携 

 

資料-８：兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案） 

     啓開作業計画 

 

資料-９：第３回ワーキング承認事項 

 

６．今後の検討項目 

（第４回ワーキング以降承認事項） 

資料-１０：兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案） 

     今後の検討項目 

７．今後のスケジュール 資料-１１：今後のスケジュール 
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機関名・所属 役職 氏名 適用

国土交通省近畿地方整備局 兵庫国道事務所長 日野　雅仁 座長

国土交通省近畿地方整備局道路部 道路管理課長 吉津　宏夫

国土交通省近畿地方整備局港湾空港部 港湾空港防災・危機管理課長 松林　清志

兵庫県県土整備部土木局 道路保全課長 山田　弘

兵庫県阪神南県民センター 西宮土木事務所長 松本　元生

兵庫県淡路県民局 洲本土木事務所長 土江　明

神戸市建設局道路部 工務課長 小松　恵一

尼崎市都市整備局 土木部長 久保田　隆弘

西宮市土木局 道路部長 向井　宣彦

芦屋市 都市建設部長 辻　正彦

洲本市 都市整備部長 太田　久雄

南あわじ市 産業建設部長 喜田　憲和

淡路市 都市整備部長 長手　稔

西日本高速道路株式会社関西支社
保全サービス事業部

保全サービス統括課長 徳田　尚器

阪神高速道路株式会社保全交通部 保全企画課長 伊藤　学
（代理）
担当課長　乙黒　幸年

本州四国連絡高速道路株式会社
神戸管理センター

副所長 布廣　淳史

防衛省陸上自衛隊第３特科隊 第２科長 白井　大貴

兵庫県警察本部 交通規制課長補佐 濵渕　誠

一般社団法人兵庫県建設業協会 事務局長 竹田　安広

神戸市建設協力会 事務局長 鵜飼　誠一

関西電力株式会社神戸電力本部　配電グループ 課長 長田　康弘

西日本電信電話株式会社兵庫支店設備部 災害対策室課長 平井　達也

22 名
＜事務局＞13名
国土交通省近畿地方整備局道路部道路管理課　 課長補佐　森口　正一、管理係長　中川　裕嗣
国土交通省近畿地方整備局兵庫国道事務所  　　 副所長　中村　淳一

管理第二課長　寺西　陽一朗、専門職　土山　成、栗山　大生
兵庫県県土整備部土木局道路街路課  　　 主幹　小倉　正大、主査　都田　通子
兵庫県県土整備部土木局道路保全課  　　 主幹　矢倉　範和、主幹　竹本　修、主査　坂本　知視　　　
神戸市建設局道路部工務課工務第２係　　　　 係長　笹倉　克浩、岡崎　友典

場所：兵庫県中央労働センター１階小ホール

出席者名簿

兵庫県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会
南海トラフ巨大地震等災害発生時の緊急輸送道路等確保ワーキング

第３回ワーキング

日時：平成３１年１月１８日（金）　１４：００～１６：００

-3-



○

○

○

入
口

○

○

入
口

○

○

設備部災害対策室課長　平井　達也

○

○

○

○

○

神戸市建設協力会
事務局長　鵜飼　誠一

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

保全サービス統括課長　徳田　尚器

阪神高速道路株式会社保全交通部
保全企画課長　伊藤　学
（代理）担当課長　乙黒　幸年

本州四国連絡高速道路株式会社
神戸管理センター
副所長　布廣　淳史

防衛省陸上自衛隊第３特科隊
第２科長　白井　大貴

兵庫県警察交通規制課
課長補佐　濵渕　誠

一般社団法人兵庫県建設業協会
事務局長　竹田　安広

○

○

○

○

○

○

○

兵庫県阪神南県民センター
西宮土木事務所長　松本　元生

兵庫県淡路県民局
洲本土木事務所長　土江　明

尼崎市都市整備局
土木部長　久保田　隆弘

西宮市土木局
道路部長　向井　宣彦

芦屋市
都市建設部長　辻　正彦

洲本市
都市整備部長　太田　久雄

南あわじ市
産業建設部長　喜田　憲和

淡路市
都市整備部長　長手　稔

○

西日本電信電話株式会社兵庫支店

国土交通省近畿地方整備局港湾空港部
港湾空港防災・危機管理課長
　　　　　　　　　　　松林　清志

西日本高速道路株式会社関西支社
保全サービス事業部

随
行
者

随
行
者

随
行
者

随
行
者

随
行
者

○

随
行
者

随
行
者

随
行
者

随
行
者

随
行
者

関西電力株式会社神戸電力本部
配電グループ
課長　長田　康弘

○

○

○ ○ ○

○

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

道
路
部
道
路
管
理
課

管
理
係
長
　
中
川
　
裕
嗣

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

兵
庫
国
道
事
務
所
管
理
第
二
課

専
門
職
　
土
山
　
成

○ ○ ○ ○ ○ ○

事務局

＜記者席＞

○

兵
庫
県
県
土
整
備
部
土
木
局

道
路
保
全
課

主
査
　
坂
本
　
知
視

○

兵
庫
県
県
土
整
備
部
土
木
局

道
路
保
全
課

主
幹
　
矢
倉
　
範
和

○ ○ ○ ○

兵
庫
県
県
土
整
備
部
土
木
局

道
路
保
全
課

主
幹
　
竹
本
　
修

神
戸
市
建
設
局
道
路
部
工
務
課

工
務
第
２
係
長
　
笹
倉
　
克
浩

○ ○ ○

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

兵
庫
国
道
事
務
所

防
災
情
報
課
長
　
湯
浅
　
武

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

兵
庫
国
道
事
務
所
防
災
情
報
課

専
門
員
　
飯
盛
　
亜
紀
子

○

兵
庫
県
県
土
整
備
部
土
木
局

　
　
　
　
　
道
路
保
全
課
長
　
山
田
　
弘

○

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

　
　
兵
庫
国
道
事
務
所
長
　
日
野
　
雅
仁

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
道
路
部

　
　
　
　
道
路
管
理
課
長
　
吉
津
　
宏
夫

○○

事務局事務局 事務局

神
戸
市
建
設
局
道
路
部

　
　
　
　
　
　
工
務
課
長
　
小
松
　
恵
一

○

○

○

○

○ ○

兵庫県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会
南海トラフ巨大地震等災害発生時の緊急輸送道路等確保ワーキング

第３回ワーキング

配席図

日時：平成３１年１月１８日（金）　１４：００～１６：００
場所：兵庫県中央労働センター１階小ホール

（

株
）

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

（

株
）

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

兵
庫
県
県
土
整
備
部
土
木
局

道
路
街
路
課

主
幹
　
小
倉
　
正
大
（

欠
席
）

兵
庫
県
県
土
整
備
部
土
木
局

道
路
街
路
課

主
査
　
都
田
　
通
子

（

株
）

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

○ ○

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

兵
庫
国
道
事
務
所

管
理
第
二
課
　
栗
山
　
大
生

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

兵
庫
国
道
事
務
所

副
所
長
　
中
村
　
淳
一

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

兵
庫
国
道
事
務
所

管
理
第
二
課
長
　
寺
西
　
陽
一
朗

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

道
路
部
道
路
管
理
課

課
長
補
佐
　
森
口
　
正
一
（

欠
席
）

神
戸
市
建
設
局
道
路
部
工
務
課

工
務
第
２
係
　
岡
崎
　
友
典

＜記者席＞ 事務局など 事務局など



 
 
 
 

                                    

1 
 

                             資料-１  

 

兵庫県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会 

南海トラフ巨大地震等災害発生時の緊急輸送道路等確保ワーキング 

申し合わせ（案） 

（H31.1.18 第３回ワーキングにて改訂予定） 

 

１．ワーキングの目的 

 本ワーキングは兵庫県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会（以下、

「協議会」という。）の規約第６条で定めたワーキングのうち、緊急輸送道路に

おける道路啓開計画を策定及び更新することを目的に設置するワーキングであ

り、南海トラフ巨大地震等発生時に、早期に緊急輸送道路等を確保するための

道路啓開・復旧に係る情報を、兵庫県域の関係機関が共有する体制を構築する

ために、道路法（昭和２７年法律第１８０号）第２８条の２の規定に基づき組

織する。 

 

２．調整・検討事項 

 本ワーキングで情報共有・調整・検討すべき項目は、次のとおりとし、これ

らを道路啓開計画として取りまとめ策定するものとする。また、調整・検討事

項に変更が生じた場合は、適宜計画の見直しを行うものとする。 

 ①非常時の連絡方法の検討 

 ②道路の被災想定 

 ③道路被災状況や道路交通状況の早期把握と位置情報等の共有 

 ④広域陸路の優先確保ルートと啓開計画 

 ⑤緊急輸送機能の確保 

 ⑥交通規制や放置車両の撤去 

 ⑦防災訓練 

 ⑧道路啓開計画の公表及び関係地域(地元)への周知等情報提供方法 

 

３．協議会への報告 

 本ワーキングで策定した道路啓開計画は、協議会に報告する。 
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４．ワーキングの構成 

 ワーキングの構成員は別紙のとおりとし、必要に応じて構成員以外の出席を

求めることができる。 

 また、実務担当の意見を出し合うために、ワーキングに担当者会議を設置す

る。 

 

５．事務局 

 ワーキングの事務局は、国土交通省近畿地方整備局道路管理課、国土交通省

近畿地方整備局兵庫国道事務所管理第二課、兵庫県県土整備部土木局道路街路

課、兵庫県県土整備部土木局道路保全課及び神戸市建設局道路部工務課とする。 

 

６．付則 

 この申し合わせは、平成２６年１１月１８日から施行する。 

          平成２９年１１月２１日に改訂する。 

           平成３１年 １月１８日に改訂する。 

 

 

                                 以上 
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（別紙） 

南海トラフ巨大地震等災害発生時の緊急輸送道路等確保ワーキング 

               構成員（案） 

                             （●：座長） 

機関名・所属 役職 

国土交通省近畿地方整備局 ●兵庫国道事務所長 

国土交通省近畿地方整備局道路部  道路管理課長 

国土交通省近畿地方整備局港湾空港部  港湾空港防災・危機管理課長 

兵庫県県土整備部土木局  道路保全課長 

兵庫県阪神南県民センター  西宮土木事務所長 

兵庫県淡路県民局  洲本土木事務所長 

神戸市建設局道路部  工務課長 

尼崎市都市整備局  土木部長 

西宮市土木局  道路部長 

芦屋市  都市建設部長 

洲本市  都市整備部長 

南あわじ市  産業建設部長 

淡路市  都市整備部長 

西日本高速道路株式会社関西支社保全サービス事業部  保全サービス統括課長 

阪神高速道路株式会社保全交通部  保全企画課長 

本州四国連絡高速道路株式会社神戸管理センター  副所長 

防衛省陸上自衛隊第３特科隊  第２科長 

兵庫県警察本部  交通規制課長補佐 

一般社団法人兵庫県建設業協会  事務局長 

神戸市建設協力会  事務局長 

関西電力株式会社神戸電力本部配電グループ  課長 

西日本電信電話株式会社兵庫支店設備部  災害対策室課長 
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岸
部

へ
の

進
出

ル
ー

ト
●

２
．

５
 主

要
拠

点
へ

の
進

出
ル

ー
ト

●

１
．

指
示

連
絡

系
統

●

２
．

情
報

収
集

・
連

絡
手

段
の

確
保

及
び

運
用

方
法

●

１
．

発
災

時
の

行
動

計
画

●

２
．

道
路

啓
開

の
作

業
要

領
●

３
．

道
路

啓
開

の
手

順
●

４
．

１
 被

災
想

定
量

の
算

出
方

法
●

４
．

２
 被

災
想

定
量

の
算

出
●

４
．

３
 人

員
・
資

機
材

、
燃

料
等

の
備

蓄
・
調

達
計

画
●

５
．

関
係

機
関

の
役

割
分

担
●

６
．

道
路

啓
開

の
担

当
割

付
●

全
体

構
成

と
ワ

ー
キ

ン
グ

承
認

計
画

兵
庫

県
阪

神
淡

路
地

域
道

路
啓

開
計

画
（
案

）

２
．

啓
開

ル
ー

ト
の

選
定

情
報

収
集

・
連

絡
・
連

携

啓
開

作
業

計
画

検
討

項
目

前
提

条
件

基
本

的
な

考
え

方

３
．

道
路

啓
開

の
概

要

４
．

啓
開

ル
ー

ト
計

画
（
考

え
方

）

５
．

道
路

啓
開

の
目

標

啓
開

ル
ー

ト
計

画

４
．

必
要

人
員

・
資

機
材

、
燃

料
等

の
備

蓄
・
調

達
計

画

１
．

主
要

拠
点

の
選

定

資
料

-
２
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兵庫県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会 

南海トラフ巨大地震等災害発生時の緊急輸送道路等確保ワーキング 

 

第２回ワーキング 議事概要 

 

 
   日時：平成３０年２月２８日（水） １５：００～１７：００ 

   場所：兵庫国道事務所 ６階会議室 

 
１．議事項目 
  １）第１回ワーキング議事概要         ・・・資料１ 
  ２）兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案）    
   （１）前提条件（案）            ・・・資料３ 
   （２）基本的な考え方（案）         ・・・資料４，５ 
   （３）今後の検討事項（案）         ・・・資料６ 
  ３）平成３０年度検討事項とスケジュール（案） ・・・資料７ 

 
２．主な議事内容 

 
 １）第１回ワーキング議事概要 
    特に意見なし 

 
 ２）兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案） 
  （１）前提状況（案） 
     ・県内の既往計画等に本州四国連絡高速道路株式会社の防災業務計 
      画等を追加する。 

 
  （２）基本的な考え方（案） 
     ・阪神地域のルート図においてハーバーハイウェイと国道２号浜手 
      バイパスを繋げる。また、第二神明道路のランプを図示する。 
     ・淡路島西部にも津波浸水箇所があるため、進出ルートの検討が必 
      要である。 
     ・被災想定については津波に限定せず、土砂崩れなど地震の揺れに 

資料-３
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      よる被災が発生することも考慮するなど柔軟性を持たせるべきで 
      ある。 
     ・国道２号、４３号のゼロメートル地帯の迂回路の設定が必要であ 
      る。また、設定においては大阪府側の接続道路の事業進捗状況な 
      どを考慮してほしい。 
     ・津波浸水区域における道路啓開ＳＴＥＰは、津波警報の解除時間   
      等の不確定要素や事業継続計画の対応等で課題があることを踏ま 
      え、完了目標として設定する。 
     ・高速道路会社が作成しているＢＣＰ計画との整合を図るべきであ 
      る。 
     ・以上の意見を踏まえ、今後も基本的な考え方について関係者間の 
      調整が必要である。 

 
  （３）今後の検討事項（案） 
     ①啓開ルート計画 
     ・沿岸部ルートの迂回路について記載が無いので、記載を追加する。 
     ・代替ルートの定義を明確にする。 
     ②情報収集・連絡・連携 
     ・一本化について、範囲や内容などの前提条件を整理したうえで、 
      窓口の設置場所や決定権者等を具体的に設定し、各機関の役割分 
      担を明確にする必要がある。 
     ・被災現場で混乱が生じないよう、兵庫県建設業協会に対する指揮 
      命令系統を明確にする。 
     ③啓開作業計画 
     ・橋梁段差の算定手法として、液状化による橋台背面の段差の他、 
      連続高架橋の場合は支承からの桁の脱落という考え方もあるので  
      検討すべきである。 

 
 ３）平成３０年度の検討事項とスケジュール 
    特に意見なし 

 
 
                                以上 
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平成３０年３月１９日 

 
兵庫県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会 
南海トラフ巨大地震等災害発生時の緊急輸送道路等確保ワーキング 

 
 
●平成３０年２月２８日第２回ワーキング以降の各機関からの意見 

 
 
１．阪神高速３２号新神戸トンネルを基幹ルートに追加する。 

 
２．現在、各道路において緊急輸送道路の早期機能確保に向けた耐震補強を進

めている状況のため、道路啓開の目標時間は各路線の耐震補強が完了した

状態での目標であることを注釈等にて明記する。 

 
 

以上 
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南海トラフ巨大地震等災害発生時の緊急輸送道路等確保ワーキング 

第２回ワーキング 承認事項 
 

 

 １．第１回ワーキング議事の確認について 
 
   第１回ワーキング議事概要 ［資料１］ 
 
 
 ２．第２回ワーキング  
 
  １）兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案） 前提条件（案） ［資料３］ 

第１回ワーキング承認どおり。［資料３］を本計画の前提条件とする。 
 

  ２）兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案） 基本的な考え方（案） ［資料４］ 

（１）主要拠点選定の考え方 

 ・具体計画の防災拠点１２箇所、兵庫県地域防災計画の広域防災拠点６箇所お

  よび災害拠点病院８箇所、計２６箇所を主要拠点として選定する。 

（２）啓開ルート選定の考え方 

 ・基幹ルートは、自動車専用道路等から１１路線を選定する。 

 ・沿岸部ルートは、国道から４路線を選定する。 

  なお、国道１７１号については、国道２号、４３号がゼロメートル地帯で寸

  断される可能性を考慮し、大阪府との連続性が確保される路線として沿岸部

  ルートに位置づける。 

［資料４］を本計画の基本的な考え方とする。 

 

  ３）兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案） 今後の検討事項（案）［資料６］ 

今後の検討事項として以下を提案する。 

（１）啓開ルート計画 

   ①主要拠点の選定 

     ・その他応急復旧活動に必要な施設 

   ②啓開ルートの選定 

     ・沿岸部ルート（ゼロメートル地帯の迂回路設定） 

     ・沿岸部への進出ルート 

     ・主要拠点への進出ルート 

（２）情報収集・連絡・連携 

   ①指示連絡系統（一本化） 

   ②情報収集・連絡手段の確保及び運用方法 

（３）啓開作業計画 

   ①発災時の行動計画 

   ②必要人員・資機材、燃料等の備蓄・調達計画 

   ③道路啓開の役割分担・担当割付 

 

  ４）平成３０年度検討事項とスケジュール（案）［資料７］ 

 

                                    以上 
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第
2
回

ワ
ー
キ
ン
グ
で
の
主

な
意

見
と
対

応
に
つ
い
て

機
関
名

意
⾒

対
応

本
州
四
国
連
絡
⾼
速

道
路

本
州
四
国
連
絡
⾼
速
道
路
株
式
会
社
の
既
往
計
画

（
防
災
業
務
計
画
、
BC
P）
の
追
加

「
本
計
画
の
位
置
づ
け
」
の
中
に
追
加
す
る
。

兵
庫
県
県
⼟
整
備
部

⼟
⽊
局

国
道
2号

浜
⼿
バ
イ
パ
ス
と
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

と
の
接
続
す
る
道
路
の
追
加

国
道
2号

浜
⼿
バ
イ
パ
ス
と
ハ
ー
バ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
間
を
基
幹
ル
ー

ト
と
し
て
接
続
す
る
。

第
⼆
神
明
道
路
の
ラ
ン
プ
の
追
加

須
磨
IC
、
名
⾕
IC
、
⾼
丸
IC
、
⼤
蔵
⾕
IC
、
⽟
津
IC
を
追
加
す
る
。

兵
庫
県
洲
本
⼟
⽊
事

務
所

港
湾
の
耐
震
強
化
岸
壁
を
主
要
拠
点
と
し
て
選
定

神
⼾
港
及
び
尼
崎
⻄
宮
芦
屋
港
に
つ
い
て
、
拠
点
位
置
の
明
確
化
の
た

め
、
耐
震
強
化
岸
壁
の
あ
る
地
区
で
設
定
す
る
。

兵
庫
県
洲
本
⼟
⽊
事

務
所

被
災
想
定
で
の
⼟
砂
災
害
の
考
慮

被
災
想
定
項
⽬
を
、

①
橋
梁
段
差
（
液
状
化
に
よ
る
橋
台
背
⾯
盛
⼟
の
沈
下
、
⽀
承
部
の
損

傷
に
よ
る
上
部
構
造
の
沈
下
）

②
⽡
礫
等
（
津
波
浸
⽔
被
害
（
泥
⼟
）
、
沿
道
施
設
被
害
）

③
放
置
⾞
両
等

④
⼟
砂
（
落
⽯
や
⾃
然
斜
⾯
の
崩
壊
）

と
す
る
。

阪
神
⾼
速
道
路

橋
梁
⽀
承
部
の
損
傷
に
よ
る
橋
梁
段
差
の
考
慮

兵
庫
県
⻄
宮
⼟
⽊
事

務
所

国
道
2号

、
国
道
43
号
の
迂
回
路
設
定

⼭
⼿
幹
線
等
を
使
⽤
す
る
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
迂
回
路
を
提
案
す
る
。

兵
庫
国
道
事
務
所

（
所
⻑
）

「
代
替
ル
ー
ト
」
の
定
義
の
明
確
化

実
際
の
被
災
状
況
に
よ
っ
て
は
進
出
拠
点
ま
で
早
く
た
ど
り
着
く
可
能

性
の
あ
る
、
選
定
し
た
主
要
拠
点
へ
の
進
出
ル
ー
ト
と
延
⻑
や
道
路
幅

等
の
条
件
が
⼤
き
く
変
わ
ら
な
い
ル
ー
ト

兵
庫
国
道
事
務
所

（
所
⻑
）
等

⼀
本
化
窓
⼝
の
前
提
条
件
の
明
確
化

現
時
点
に
お
け
る
案
と
し
て
、
道
路
啓
開
に
関
す
る
管
理
者
間
調
整
を

よ
り
密
に
実
施
す
る
た
め
の
道
路
専
⾨
リ
エ
ゾ
ン
の
派
遣
や
災
害
協
定

事
業
者
へ
の
指
⽰
の
輻
輳
を
防
ぐ
た
め
の
調
整
⽅
法
等
を
含
ん
だ
案
を

提
⽰
す
る
。

阪
神
⾼
速
道
路

阪
神
⾼
速
32
号
新
神
⼾
ト
ン
ネ
ル
の
追
加

基
幹
ル
ー
ト
と
し
て
追
加
す
る
。

啓
開
⽬
標
時
間
は
各
路
線
の
耐
震
補
強
が
完
了
し

た
状
態
で
の
⽬
標
で
あ
る
こ
と
を
注
釈
等
で
明
記

「
基
本
的
な
考
え
⽅
」
の
啓
開
ST
EP
に
注
釈
を
追
加
す
る
。
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

兵
庫
県
阪
神
淡
路
地
域
道
路
啓
開
計
画
（
案
）

前
提

条
件

平
成
３
１

年
１
月

ワ
ー
キ
ン

グ
事
務
局

資
料

-
４

兵
庫
県
緊
急

輸
送
道

路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

計
画
等
策

定
協
議

会
南

海
ト
ラ
フ

巨
大
地

震
等
災
害

発
生
時

の
緊
急
輸

送
道
路

等
確
保
ワ

ー
キ
ン

グ
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１
．
本

計
画

の
位

置
づ
け


上
位
計
画
や
関
連
既
往
計
画
と
の
整
合

に
留
意

し
つ
つ
、
各
管
理

者
の
横
断
的

な
協
働
・
連

携
を
前
提
と
し
た
道

路
啓
開
計
画
の
策
定
を
推
進
。

県
内

の
既

往
計

画
等

兵
庫
県
阪
神
淡
路
地
域

道
路
啓
開
計
画

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等

災
害
発
生
時
の
緊
急
輸
送

道
路
等
確
保
ワ
ー
キ
ン
グ

■
「
南

海
ト
ラ
フ
の

巨
大

地
震
モ
デ
ル

検
討

会
（
二

次
報
告
）
」

■
「
南

海
ト
ラ
フ
地

震
に
お
け
る
具

体
的

な
応

急
活

動
に
関

す
る
計
画
」

■
「
神

戸
市

地
域
防
災
計
画
」

神
戸

市

内
閣

府
兵

庫
県

■
「
南

海
ト
ラ
フ
巨

大
地

震
対
策

計
画

近
畿

地
方

地
域

対
策

計
画
（
案
）

第
１
版

」

国
土

交
通

省

上 位 計 画 と の 整 合 と 反 映

上
位

計
画

各
管

理
者

の
横

断
的

連
携

を
前

提
と
し
た

兵
庫

県
阪

神
淡

路
地

域
に
お
け
る

道
路

啓
開

計
画

高
速

道
路

管
理

者
等

こ
れ

ま
で
の

取
り
組

み
■

兵
庫

県
緊

急
輸

送
道

路
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

計
画
等

策
定

協
議

会
「南

海
ト
ラ
フ
巨

大
地

震
等

災
害

発
生

時
の

緊
急

輸
送

道
路

等
確

保
ワ
ー
キ
ン
グ
」
で
の
取

り
組
み

継 承

■
兵

庫
県

、
神
戸

市
、
高
速
道

路
管
理

者
が

処
理

す
べ

き
防
災

に
関
す
る

業
務

の
大

綱

■
全

国
、
近

畿
地

方
を
対
象
と
し
た

活
動

計
画

県 内 の 既 往 計 画 等 と の 整 合 と 反 映

■
「
兵

庫
県

地
域
防
災
計
画
」

■
災

害
時

応
援

受
け
入
れ

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

災
害

活
動

を
整

理
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

受
援

計
画

■
西

日
本

高
速

道
路
株

式
会
社

防
災

業
務

計
画

、
B
C
P

緊
急

交
通

路
の

確
保

緊
急

交
通

路
の

確
保

、
避

難
計

画

被
害

想
定

及
び
活

動
計

画

被
害

想
定

及
び
活

動
計

画

1

第
2
回
ワ
ー
キ
ン
グ
承
認
事
項
（修

正
あ
り
）

■
本

州
四

国
連

絡
高
速

道
路
株

式
会
社

防
災

業
務

計
画

、
B
C
P

修
正
箇
所

■
阪

神
高

速
道

路
株
式

会
社

B
C
P
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２
．
本

計
画

の
対

象
地

震


当
面
は
、
発
生
確
率
が
高
く
地
震

規
模
が

大
き
い
「
海

溝
型
地

震
（
南
海
ト
ラ
フ
）
」
を
対

象
に
道
路

啓
開
計

画
の
策

定
に
取
り
組
む
（
赤
枠
）
。

断
層

帯
名

長
期

評
価

で
予

想
し
た
地

震
規

模
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）

地
震

発
生

確
率

（
※
1
）

地
震

後
経

過
率

（
※
2
）

平
均

発
生

間
隔

（
上

段
）

最
新

発
生

時
期

（
下

段
）

3
0
年

以
内

5
0
年

以
内

1
0
0
年

以
内

中
央

構
造

線
断

層
帯

（
※
3
）

（
和

泉
山

脈
南

縁
）

7
.6
～

7
.7
程

度
0
.0
7
％

～
14
％

0
.1
％

～
2
0％

0
.3
％

～
4
0％

0
.5
-
1
.3

約
1
,1
0
0
年
～

2,
30
0
年

7
～

9
世

紀

中
央

構
造

線
断

層
帯

（
※
3
）

（
金

剛
山

地
東

縁
）

6
.9
程

度
ほ

ぼ
0
％

～
5
％

ほ
ぼ

0
％

～
9
％

ほ
ぼ

0
％

～
2
0
％

0
.1
-
1
.0

2
,0
0
0
年

～
1
4,
0
00
年

2
,0
0
0
年

前
～

4世
紀

上
町

断
層

帯
7
.5
程

度
2
％

～
3
％

3
％

～
5
％

6
％

～
1
0
％

1
.1
-
2
よ
り
大

8
,0
0
0
年

程
度

約
2
8
,0
0
0～

約
9
,0
0
0年

前

中
央

構
造

線
断

層
帯

（
※
3
）

（
紀

淡
海

峡
－

鳴
門

海
峡

）
7
.6
～

7
.7
程

度
0
.0
0
5
％

～
1
％

0
0
0
.9
％

～
2
％

0
.0
2
％

～
4％

0
.4
-
0
.8

約
4
,0
0
0
年
～

6,
00
0
年

約
3
,1
0
0
年
前

～
2,
6
00
年

前

中
央

構
造

線
断

層
帯

（
※
3
）

（
讃

岐
山

脈
南

縁
－

石
鎚

山
脈

北
縁

東
部

）
8
.0
程

度
も
し
く
は

そ
れ

以
上

ほ
ぼ

0
％

～
0
.4
％

ほ
ぼ

0
％

～
0
.7
％

ほ
ぼ

0
％

～
2
％

0
.3
-
0
.5

約
1
,0
0
0
年
～

1,
60
0
年

1
6
世

紀

中
央

構
造

線
断

層
帯

（
※
3
）

（
石

鎚
山

脈
北

縁
）

7
.3
～

8
.0
程

度
ほ

ぼ
0
％

～
0
.4
％

ほ
ぼ

0
％

～
0
.7
％

ほ
ぼ

0
％

～
2
％

0
.2
-
0
.5

約
1
,0
0
0
年
～

2,
50
0
年

1
6
世

紀

中
央

構
造

線
断

層
帯

（
※
3
）

（
石

鎚
山

脈
北

縁
西

部
－

伊
予

灘
）

8
.0
程

度
も
し
く
は

そ
れ

以
上

ほ
ぼ

0
％

～
0
.4
％

ほ
ぼ

0
％

～
0
.7
％

ほ
ぼ

0
％

～
2
％

0
.1
-
0
.5

約
1
,0
0
0
年
～

2,
90
0
年

1
6
世

紀

有
馬

‐
高

槻
断

層
帯

7
.5
程

度
（
7
.5
±

0
.5
）

ほ
ぼ

0
％

～
0
.0
3
％

ほ
ぼ

0
％

～
0
.0
8
％

ほ
ぼ

0
％

～
0
.4
％

0
.2
-
0
.4

1
,0
0
0
年

～
2
,0
0
0年

1
5
9
6
年

慶
長
伏

見
地
震

六
甲

・
淡

路
島

断
層

帯
（
六

甲
山

地
南

縁
‐
淡
路

島
東
岸

区
間
）

7
.9
程

度
ほ

ぼ
0
％

～
1
％

ほ
ぼ

0
％

～
2
％

ほ
ぼ

0
％

～
6
％

0
.1
-
0
.6

9
0
0
年

～
2
,8
00
年

程
度

1
6
世

紀
六

甲
・
淡

路
島

断
層

帯
（
淡

路
島

西
岸

区
間

）
7
.1
程

度
ほ

ぼ
0
％

ほ
ぼ

0
％

ほ
ぼ

0
％

0
.0
0
4
-0
.0
0
6

1
,8
0
0
年

～
2
,5
0
0年

程
度

1
9
9
5
年

兵
庫
県

南
部
地

震
六

甲
・
淡

路
島

断
層

帯
（
先

山
断

層
帯

）
6
.6
程

度
ほ

ぼ
0
％

ほ
ぼ

0
％

ほ
ぼ

0
％

0
.0
4
-
0.
2

5
,0
0
0
年

～
1
0,
0
00
年

程
度

1
1
世

紀
～

1
7世

紀
初
頭

大
阪

湾
断

層
帯

7
.5
程

度
0
.0
0
4
％

以
下

0
.0
0
7
％

以
下

0
.0
2
％

以
下

0
.4
以

下
3
,0
0
0
年

～
7
,0
0
0年

9
世

紀
以

降
山

崎
断

層
帯

（
南

東
部

）
7
.3
程

度
ほ

ぼ
0
％

～
0
.0
1
％

ほ
ぼ

0
％

～
0
.0
2
％

0
.0
0
2
％

～
0
.0
5
％

0
.4

3
,9
0
0
年

程
度

4
～

6
世

紀

■
活
断
層
帯
の
長
期
評
価
～
主
要
活
断
層

帯
の
長

期
評
価

の
概
要
（
算

定
基
準

日
：
H

29
.1

.1
）

出
典
）
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
1
：
確

率
値

は
有

効
数

字
1
桁

で
記

述
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
3
0
年

確
率

が
1
0
％

台
の

場
合

は
2
桁

で
記

述
す
る
。
ま
た
「
ほ

ぼ
0
％

」
と
あ
る
の

は
、
1
0
-
3
％

未
満

の
確

率
値

を
表

す
。

※
2
：
最

新
活

動
（
地

震
発

生
）
時

期
か

ら
評

価
時

点
ま
で
の

経
過

時
間

を
、
平

均
活

動
間

隔
で
割

っ
た
値

。
最

近
の

地
震

発
生

時
期

か
ら
評

価
時

点
ま
で
の

経
過

時
間

が
平

均
活

動
間

隔
に
達

す
る
と
1
.0
と
な
る
。

※
3
：
中

央
構

造
線

断
層

帯
は

、
6
つ
に
分

か
れ

て
活

動
す
る
と
評

価
さ
れ

て
お
り
、
上

表
に
は

そ
れ

ぞ
れ

の
数

値
を
示

し
た
。
し
か

し
、
こ
れ

ら
は

１
つ
の

断
層

帯
と
し
て
同

時
に
活

動
す
る
可

能
性

も
あ
る
。
そ
の

場
合

は
ﾏ
ｸ
ﾞﾆ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄﾞ
8
.0
程

度
も
し
く

は
そ
れ

以
上

の
地

震
が

発
生

し
、
そ
の

長
期

確
率

は
、
6
つ
の

区
間

が
個

別
に
活

動
す
る
長

期
確

率
を
超

え
る
こ
と
は

な
い
と
評

価
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
グ
レ
ー
部

分
は

近
畿

地
域

外
の

地
域

を
示

す
。

■
海
溝
型
地
震
の
長
期
評
価
～
海
洋
型
地

震
の
長

期
評
価

の
概
要
（
算

定
基
準

日
：
H

29
.1

.1
）

領
域

ま
た
は

地
震

名
長

期
評

価
で
予

想
し
た
地

震
規

模
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）

地
震

発
生

確
率

（
※
1
）

地
震

後
経

過
率

平
均

発
生

間
隔

（
上

段
）

最
新

発
生

時
期

（
下

段
）

1
0
年

以
内

3
0
年

以
内

5
0
年

以
内

南
海

ト
ラ
フ

8
.0
～

9
.0
ク
ラ
ス

2
0
％

～
3
0
%

7
0
％

程
度

9
0
％

程
度

も
し
く
は

そ
れ

以
上

0
.8
1

次
回
ま
で
の
標
準
的
な
値
（※

2）
8
8
.2
年

7
1
.0
年

前

※
1
：
基

準
日

を
元

に
更

新
過

程
を
適

用
。

※
2
：
過

去
に
起

き
た
大

地
震

の
震

源
域

の
広

が
り
に
は

多
様

性
が

あ
り
、
現

在
の

と
こ
ろ
、
こ
れ

ら
の

複
雑

な
発

生
過

程
を
説

明
す
る
モ
デ
ル

は
確

立
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
H
2
5
.5
に
公

表
し
た
長

期
評

価
（
第

二
版

）
で
は

、
前

回
の

長
期

評
価

を
踏

襲
し

時
間

予
測

モ
デ
ル

を
採

用
し
た
。
前

の
地

震
か

ら
次

の
地

震
ま
で
の

標
準

的
な
発

生
間

隔
は

、
時

間
予

測
モ
デ
ル

か
ら
推

定
さ
れ

た
8
8
.2
年

を
用

い
た
。
ま
た
、
地

震
の

発
生

間
隔

の
確

率
分

布
は

B
P
T
分

布
に
従

う
と
仮

定
し
て
計

算
を
行

っ
た
。

2

第
2
回
ワ
ー
キ
ン
グ
承
認
事
項
（修

正
無
し
）
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内
閣

府
（
H

24
）

兵
庫

県
（
H

26
）

地
震

名
南

海
ト
ラ
フ
巨

大
地

震
（
陸

側
）

南
海

ト
ラ
フ
巨

大
地

震
（
陸

側
）

地
震

の
規

模
M

9
.0

M
9

.0

浸
水

面
積

約
1

,9
0

0
h

a
約

6
,1

0
0

h
a

３
．
対

象
エ
リ
ア
の
設

定


関
東
地
方
に
次
ぐ
生
活
・
経
済
圏
を
抱

え
る
近
畿

地
方

で
は

、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
の

発
生

に
よ
り
甚
大

な
被

害
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。


被
害
想
定

は
、
「
兵

庫
県

南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
津

波
被
害

想
定
」
（
平
成
２
６
年

６
月

兵
庫

県
公
表
）
を
採
用
す
る
。


当
面
は
、
顕
著
な
津
波
被
害
が
危
惧
さ
れ
る
「
阪

神
淡
路

地
域
」
を
対
象

エ
リ
ア
と
し
て
検
討
す
る
。

・
兵
庫
県
全
域
で
最
大
約
6
,1
0
0
h
aの

津
波
浸
水

・
そ
の
う
ち
、
阪
神
淡
路
地
域

※
で
約
4
,9
0
0
h
a

（
全
体
の
約
8
0
%
）

出
典

）
兵

庫
県

南
海

ト
ラ
フ
巨

大
地

震
津

波
被

害
想

定
（
平

成
2
6年

6月
兵

庫
県

公
表

）
※

南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地

震
の

想
定

震
源

断
層
域

は
、
現

時
点

の
最

新
の
科

学
的
知

見
に

基
づ
き
、
発
生
し
う
る
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
を
推
計

す
る
た
め
に
、
設
定
さ
れ
た
も
の
。

対
象
エ
リ
ア

3

浸
水
深

5.
0m

 以
上

4.
0m

 ～
5.

0m
 未

満
3.

0m
 ～

4.
0m

 未
満

2.
0m

 ～
3.

0m
 未

満
1.

0m
 ～

2.
0m

 未
満

0.
3m

 ～
1.

0m
 未

満
0.

3m
 未

満

※
四
捨
五
入
に
よ
り
浸
水
面
積
、
全
体
比
率
の
合
計
が
一
致
し
な
い

地
域

名
市

町
名

浸
水

面
積

（
h
a）

全
体

比
率

（
％

）

阪
神

神
戸

市
1
,5
8
6

2
6

尼
崎

市
9
8
1

1
6

西
宮

市
9
1
1

1
5

芦
屋

市
7
9

1

合
計

3
,5
5
7

5
8

淡
路

洲
本

市
2
1
5

4

南
あ
わ

じ
市

9
6
4

1
6

淡
路

市
1
6
7

3

合
計

1
,3
4
6

2
2

播
磨

明
石

市
2
4

0

加
古

川
市

1
7

0

高
砂

市
8
6

1

播
磨

町
3

0

姫
路

市
2
7
6

4

相
生

市
8
4

1

た
つ
の

市
2
5
9

4

赤
穂

市
4
8
9

8

合
計

1
,2
3
8

2
0

全
体

6
,1
4
1

1
0
0

第
2
回
ワ
ー
キ
ン
グ
承
認
事
項
（修

正
無
し
）
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

兵
庫
県
阪
神
淡
路
地
域
道
路
啓
開
計
画
（
案
）

基
本

的
な

考
え

方

平
成
３
１

年
１
月

ワ
ー
キ
ン

グ
事
務
局

資
料

-
５

兵
庫
県
緊
急

輸
送
道

路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

計
画
等
策

定
協
議

会
南

海
ト
ラ
フ

巨
大
地

震
等
災
害

発
生
時

の
緊
急
輸

送
道
路

等
確
保
ワ

ー
キ
ン

グ

-17-




平

成
２

３
年

３
月

１
１

日
、

太
平

洋
三

陸
沖

を
震

源
と

す
る

「
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
」
が

発
生

し
、

震
度

７
に

も
及

ぶ
地

震
動

に
加

え
巨

大
な

津
波

に
よ

り
、

東
日

本
一

帯
で

全
壊

建
物

約
１

２
万

戸
、

推
定

瓦
礫

約
２

千
万

ト
ン

の
甚

大
な

被
害

を
受

け
た

。


東

日
本

大
震

災
で

は
、

過
酷

な
活

動
環

境
の

下
で

の
迅

速
か

つ
的

確
な

初
動

対
応

が
求

め
ら

れ
た

が
、

震
災

直
後

か
ら

速
や

か
に

展
開

さ
れ

た
“
道

路
啓

開
”
に

よ
り

、
救

助
・
救

援
活

動
等

に
大

き
く
貢

献
。


平

成
2
4
年

度
の

内
閣

府
・
中

央
防

災
会

議
が

示
し

た
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

に
係

る
被

害
想

定
を

踏
ま

え
、

平
成

2
6
年

6
月

に
兵

庫
県

が
公

表
し

た
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

津
波

被
害

想
定

に
よ

る
と

、
兵

庫
県

南
部

の
阪

神
淡

路
地

域
に

お
い

て
は

、
震

度
６

弱
以

上
の

強
い

揺
れ

、
3
m

以
上

の
津

波
が

想
定

さ
れ

て
お

り
、

対
応

が
求

め
ら

れ
る

。


こ

う
し

た
状

況
か

ら
、

想
定

さ
れ

る
巨

大
地

震
に

よ
る

大
規

模
な

道
路

災
害

に
対

し
て

、
早

期
に

緊
急

輸
送

道
路

等
の

機
能

を
確

保
す

る
た

め
の

道
路

啓
開

・
復

旧
に

係
る

情
報

を
、

兵
庫

県
域

の
道

路
管

理
者

及
び

交
通

管
理

者
間

で
共

有
す

る
体

制
の

構
築

を
目

的
と

し
て

、
平

成
2
6
年

1
1
月

に
兵

庫
県

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

等
策

定
協

議
会

に
「
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

等
災

害
発

生
時

の
緊

急
輸

送
道

路
等

確
保

ワ
ー

キ
ン

グ
」
（
以

下
、

「
ワ

ー
キ

ン
グ

」
と

称
す

）
を

設
立

。


平

成
2
9
年

度
に

は
、

策
定

す
る

計
画

を
具

体
的

か
つ

実
効

性
の

高
い

も
の

と
す

る
た

め
に

、
ワ

ー
キ

ン
グ

を
道

路
法

2
8
条

の
2
に

基
づ

く
協

議
会

と
し

て
位

置
づ

け
、

組
織

を
拡

充
。

ワ
ー

キ
ン

グ
の

関
係

各
者

の
協

働
に

よ
り

、
道

路
啓

開
計

画
を

策
定

し
、

道
路

啓
開

の
考

え
方

や
対

応
を

示
し

、
関

係
者

で
共

通
認

識
の

も
と

、
発

災
時

の
救

助
・
救

援
を

支
え

る
「
道

路
の

啓
開

」
を

迅
速

・
適

切
に

行
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

１
．
総

則

背
景

・
目

的

1

第
2
回
ワ
ー
キ
ン
グ
承
認
事
項
（修

正
無
し
）
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２
．
兵

庫
県

域
の
被

災
想

定

2


兵

庫
県

内
で

震
度

５
～

７
の

強
い

揺
れ

が
発

生
。


阪

神
地

域
で

約
３

～
４

ｍ
、

淡
路

島
で

約
３

～
８

ｍ
の

津
波

が
発

生
。

出
典

）
兵

庫
県

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
津

波
被

害
想

定
（
平

成
2
6年

6月
兵

庫
県

公
表

）
※

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
の

想
定

震
源

断
層

域
は

、
現

時
点

の
最

新
の

科
学

的
知

見
に

基
づ

き
、

発
生

し
う

る
最

大
ク

ラ
ス

の
地

震
・
津

波
を

推
計

す
る

た
め

に
、

設
定

さ
れ

た
も

の
。

第
2
回
ワ
ー
キ
ン
グ
承
認
事
項
（修

正
無
し
）
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道
路

啓
開

応
急

復
旧

本
復

旧
発

災
復

興

道
路

啓
開

の
位

置
づ

け
～

発
災

か
ら

復
興

ま
で

の
フ

ロ
ー

出
典

）
国

土
交

通
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

３
．
道

路
啓

開
の
概

要


緊

急
車

両
等

の
通

行
の

た
め

、
１

車
線

で
も

と
に

か
く
通

れ
る

よ
う

に
早

急
に

最
低

限
の

瓦
礫

処
理

を
行

い
、

簡
易

な
段

差
修

正
に

よ
り

救
援

ル
ー

ト
を

開
け

る
こ

と
を

い
う

。


大
規

模
災

害
で

は
、

応
急

復
旧

の
前

に
救

援
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
道

路
啓

開
が

必
要

と
な

る
。

○
道

路
啓

開
と

は

3

瓦
礫
等
の

除
去

橋
梁
段
差
の
解
消

道
路

啓
開

第
2
回
ワ
ー
キ
ン
グ
承
認
事
項
（修

正
無
し
）
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３
．
道

路
啓

開
の
概

要

○
道

路
啓

開
の

作
業

要
領

4

第
2
回
ワ
ー
キ
ン
グ
承
認
事
項
（修

正
あ
り
）

修
正
箇
所

多
車

線
道

路
の

道
路

啓
開

は
、

上
下

各
１

車
線

と
し

て
、

計
２

車
線

の
啓

開
を

基
本

に
実

施
す

る
。

２
車

線
道

路
の

道
路

啓
開

は
、

１
車

線
（
幅

員
４

ｍ
程

度
※

）
＋

す
れ

違
い

区
間

の
啓

開
を

基
本

に
実

施
す

る
。

※
普

通
車

が
す

れ
違

え
る

幅
員

を
考

慮

道
路

施
設

に
か

か
る

主
な

被
災

想
定

①
橋

梁
段

差
（
液

状
化

に
よ

る
橋

台
背

面
盛

土
の

沈
下

、
支

承
部

の
損

傷
に

よ
る

上
部

構
造

の
沈

下
）

②
瓦

礫
等

（
津

波
浸

水
被

害
（
泥

土
）
、

沿
道

施
設

被
害

）
③

放
置

車
両

等
④

土
砂

（
落

石
や

自
然

斜
面

の
崩

壊
）

●
道
路

啓
開

の
作

業
イ

メ
ー
ジ

出
典

）
首

都
直

下
地

震
道

路
啓

開
計

画
（初

版
）

（
平

成
2
7
年

2月
首

都
直

下
地

震
道

路
啓

開
計

画
検

討
協

議
会

）
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
内

閣
府

の
「
南

海
ト

ラ
フ

地
震

に
お

け
る

具
体

的
な

応
急

活
動

に
関

す
る

計
画

」
で

定
め

ら
れ

た
防

災
拠

点
や

、
「
兵

庫
県

地
域

防
災

計
画

」
で

定
め

ら
れ

た
広

域
防

災
拠

点
、

災
害

拠
点

病
院

（
基

幹
災

害
拠

点
病

院
、

地
域

災
害

拠
点

病
院

）
、

そ
の

他
応

急
復

旧
活

動
に

必
要

な
施

設
等

を
主

要
拠

点
と

し
て

選
定

す
る

。

○
主

要
拠

点
の

選
定

の
考

え
方

４
．
啓

開
ル
ー
ト
計

画
（
主

要
拠

点
選

定
の
考

え
方

）

防
災

拠
点

「
南

海
ト

ラ
フ

地
震

に
お

け
る

具
体

的
な

応
急

活
動

に
関

す
る

計
画

」
で

定
め

ら
れ

た
、

救
援

・
物

資
輸

送
に

あ
た

っ
て

利
活

用
が

可
能

な
拠

点
施

設

広
域

防
災

拠
点

災
害

発
生

時
に

救
援

・
救

護
、

復
旧

活
動

等
の

拠
点

と
し

て
、

以
下

の
機

能
を

有
す

る
施

設
【
機

能
】

(1
)被

災
者

用
物

資
等

の
備

蓄
機

能
(2

)救
援

物
資

の
集

積
・
配

送
機

能
(3

)応
急

活
動

要
員

の
集

結
・
宿

泊
・
出

動
機

能

災
害

拠
点

病
院

重
症

患
者

の
救

命
医

療
を

行
う

た
め

の
高

度
な

診
療

、
医

薬
品

等
の

備
蓄

、
医

療
救

護
班

の
派

遣
・
受

入
れ

、
広

域
患

者
搬

送
へ

の
対

応
機

能
を

も
つ

施
設

道
路

啓
開

ル
ー

ト
：
基

幹
ル

ー
ト

（
○

：
IC

）
：
沿

岸
部

ル
ー

ト

：
津

波
浸

水
想

定
区

域

：
う

ち
ゼ

ロ
メ

ー
ト

ル
地

帯
※

5
※

兵
庫

県
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

津
波

被
害

想
定

（
兵

庫
県

H
2
6
.6

）

分
類

拠
点

名
関

連
計

画
分

類
拠

点
名

関
連

計
画

淡
路

Ｓ
Ａ

　
《
下

り
線

》
①

神
戸

東
部

新
都

心
②

淡
路

島
南

Ｐ
Ａ

　
《
下

り
線

》
①

し
あ

わ
せ

の
村

②
神

戸
空

港
①

阪
神

南
広

域
防

災
拠

点
（
今

津
浜

公
園

）
②

神
戸

ヘ
リ

ポ
ー

ト
①

淡
路

広
域

防
災

拠
点

（
淡

路
ふ

れ
あ

い
公

園
）

②
淡

路
広

域
防

災
拠

点
①

県
立

淡
路

島
公

園
②

阪
神

南
広

域
防

災
拠

点
①

国
営

明
石

海
峡

公
園

(淡
路

地
区

)
②

J
X
T
G

エ
ネ

ル
ギ

ー
 尼

崎
油

槽
所

①
神

戸
大

学
医

学
部

附
属

病
院

②
J
X
T
G

エ
ネ

ル
ギ

ー
 神

戸
油

槽
所

①
神

戸
市

立
医

療
セ

ン
タ

ー
中

央
市

民
病

院
②

昭
和

シ
ェ

ル
石

油
 神

戸
事

業
所

①
神

戸
赤

十
字

病
院

②
神

戸
港

①
兵

庫
県

災
害

医
療

セ
ン

タ
ー

②
尼

崎
西

宮
芦

屋
港

①
尼

崎
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
②

津
名

港
①

兵
庫

医
科

大
学

病
院

②
県

立
西

宮
病

院
②

県
立

淡
路

医
療

セ
ン

タ
ー

②

広
域

防
災

拠
点

災
害

拠
点

病
院

関
連

計
画

①
：
内

閣
府

：
南

海
ト

ラ
フ

地
震

に
お

け
る

具
体

的
な

応
急

活
動

に
関

す
る

計
画

（
H

2
9
.6

.2
3
）

関
連

計
画

②
：
兵

庫
県

：
兵

庫
県

地
域

防
災

計
画

（
平

成
２

９
年

修
正

）

防
災

拠
点

第
2
回
ワ
ー
キ
ン
グ
承
認
事
項
（旧

）
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５
．
主

要
拠

点
選

定
の
考

え
方


内

閣
府

の
「

南
海

ト
ラ

フ
地

震
に

お
け

る
具

体
的

な
応

急
活

動
に

関
す

る
計

画
」

で
定

め
ら

れ
た

防
災

拠
点

や
、

「
兵

庫
県

地
域

防
災

計
画

」
で

定
め

ら
れ

た
広

域
防

災
拠

点
、

災
害

拠
点

病
院

（
基

幹
災

害
拠

点
病

院
、

地
域

災
害

拠
点

病
院

）
、

そ
の

他
応

急
復

旧
活

動
に

必
要

な
施

設
等

を
主

要
拠

点
と

し
て

選
定

す
る

。


各
市

の
地

域
防

災
計

画
か

ら
、

地
域

防
災

拠
点

、
災

害
対

応
病

院
を

選
定

す
る

。


道
路

啓
開

活
動

の
司

令
塔

と
し

て
災

害
対

策
拠

点
を

選
定

す
る

。


救
命

救
助

活
動

の
司

令
塔

と
し

て
救

助
活

動
拠

点
を

選
定

す
る

。


淡
路

島
の

孤
⽴

対
策

と
し

て
、

ヘ
リ

ポ
ー

ト
を

選
定

す
る

。

分
類

主
な
機
能

代
表
的
な
選
定
施
設

設
定
⽅
法

①
防

災
拠

点
「

南
海

ト
ラ

フ
地

震
に

お
け

る
具

体
的

な
応

急
活

動
に

関
す

る
計

画
」

で
定

め
ら

れ
た

、
救

援
・

物
資

輸
送

に
あ

た
っ

て
利

活
⽤

が
可

能
な

拠
点

施
設

広
域

進
出

拠
点

（
SA

・
PA

等
）

広
域

物
資

輸
送

拠
点

空
港

・
港

湾
施

設

内
閣

府
指

定
拠

点
（

「
南

海
ト

ラ
フ

地
震

に
お

け
る

具
体

的
な

応
急

活
動

に
関

す
る

計
画

」
）

②
広

域
防

災
拠

点
災

害
発

⽣
時

に
救

援
・

救
護

、
復

旧
活

動
等

の
拠

点
と

し
て

、
以

下
の

機
能

を
有

す
る

施
設

(1
) 

被
災

者
⽤

物
資

等
の

備
蓄

機
能

(2
) 

救
援

物
資

の
集

積
・

配
送

機
能

(3
) 

応
急

活
動

要
員

の
集

結
・

宿
泊

・
出

動
機

能
県

広
域

防
災

拠
点

兵
庫

県
指

定
拠

点
（

兵
庫

県
地

域
防

災
計

画
）

③
災

害
拠

点
病

院
重

症
患

者
の

救
命

医
療

を
⾏

う
た

め
の

⾼
度

な
診

療
、

医
薬

品
等

の
備

蓄
、

医
療

救
護

班
の

派
遣

・
受

⼊
れ

、
広

域
患

者
搬

送
へ

の
対

応
機

能
を

持
つ

施
設

県
災

害
拠

点
病

院
兵

庫
県

指
定

拠
点

（
兵

庫
県

地
域

防
災

計
画

）

④
地

域
防

災
拠

点
他

地
域

や
広

域
防

災
拠

点
か

ら
派

遣
さ

れ
る

要
員

や
救

援
物

資
な

ど
の

受
け

⽫
で

あ
り

、
消

防
、

救
援

・
救

助
、

復
旧

等
の

活
動

拠
点

、
物

資
な

ど
の

備
蓄

・
補

完
拠

点
、

情
報

通
信

拠
点

と
し

て
の

機
能

を
持

つ
施

設

公
園

学
校

（
グ

ラ
ウ

ン
ド

）
市

指
定

（
整

備
）

拠
点

（
各

市
地

域
防

災
計

画
）

⑤
災

害
対

応
病

院
県

が
指

定
す

る
災

害
拠

点
病

院
に

準
じ

、
災

害
時

等
に

被
災

患
者

の
受

⼊
及

び
治

療
の

ほ
か

に
、

市
が

設
置

す
る

救
護

所
へ

の
医

薬
品

や
衛

⽣
資

材
等

の
提

供
、

救
護

班
の

派
遣

等
の

役
割

を
担

う
施

設
災

害
対

応
病

院
市

指
定

拠
点

（
各

市
地

域
防

災
計

画
等

）

⑥
災

害
対

策
拠

点
災

害
時

に
道

路
啓

開
実

施
の

司
令

塔
と

し
て

の
機

能
を

有
し

て
い

る
拠

点
国

道
事

務
所

県
庁

県
⼟

⽊
事

務
所

市
役

所

【
国

⼟
交

通
省

】
近

畿
地

⽅
整

備
局

、
事

務
所

HP
よ

り
抽

出
【

県
庁

・
県

⼟
⽊

事
務

所
】

兵
庫

県
HP

よ
り

抽
出

【
市

役
所

】
各

市
の

災
害

対
策

本
部

が
設

置
さ

れ
る

庁
舎

⑦
救

助
活

動
拠

点
災

害
時

に
道

路
啓

開
実

施
の

実
⾏

機
能

を
保

有
し

て
い

る
拠

点
、

あ
る

い
は

救
命

救
助

活
動

の
司

令
塔

と
し

て
の

機
能

を
有

し
て

い
る

拠
点

消
防

本
部

警
察

本
部

⾃
衛

隊
（

基
地

）

【
消

防
】

各
市

（
各

組
織

）
消

防
本

部
【

警
察

】
警

察
関

係
等

の
情

報
を

集
約

し
て

意
思

決
定

（
緊

急
交

通
路

指
定

等
）

を
⾏

う
県

警
本

部
【

⾃
衛

隊
】

⾃
衛

隊
兵

庫
地

⽅
協

⼒
本

部
HP

よ
り

抽
出

⑧
ヘ

リ
ポ

ー
ト

特
に

孤
⽴

が
懸

念
さ

れ
る

淡
路

島
の

救
命

・
救

助
活

動
の

拠
点

施
設

ヘ
リ

ポ
ー

ト
（

公
設

）
兵

庫
県

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

臨
時

離
着

陸
場

適
地

⼀
覧

よ
り

淡
路

島
の

施
設

を
抽

出
6

-23-



６
．
啓

開
ル
ー
ト
計

画
（
啓

開
ル
ー
ト
選

定
の
考

え
方

）

○
啓

開
ル

ー
ト

の
選

定
の

考
え

方

2
8

2

4
3

2

4
3

7


津

波
被

害
想

定
を

も
と

に
、

内
閣

府
の

「
南

海
ト

ラ
フ

地
震

に
お

け
る

具
体

的
な

応
急

活
動

に
関

す
る

計
画

」
に

示
さ

れ
る

緊
急

輸
送

ル
ー

ト
、

緊
急

輸
送

道
路

、
緊

急
交

通
路

事
前

指
定

路
線

等
と

の
整

合
を

考
慮

し
、

優
先

的
に

啓
開

す
べ

き
道

路
を

『
啓

開
ル

ー
ト

』
と

し
て

選
定

す
る

。
【
選

定
の

視
点

】
□

基
幹

ル
ー

ト
：
救

助
・
救

援
、

応
急

復
旧

活
動

の
基

幹
と

な
る

広
域

交
通

を
可

能
と

す
る

ル
ー

ト
と

し
て

位
置

づ
け

、
自

動
車

専
用

道
路

等
か

ら
の

選
定

を
基

本
と

す
る

。
□

沿
岸

部
ル

ー
ト

：
津

波
被

害
が

甚
大

な
沿

岸
域

全
体

の
交

通
機

能
の

軸
と

な
る

ル
ー

ト
と

し
て

位
置

づ
け

、
一

般
国

道
等

か
ら

の
選

定
を

基
本

と
す

る
。

□
沿

岸
部

へ
の

進
出

ル
ー

ト
：
基

幹
ル

ー
ト

と
沿

岸
部

ル
ー

ト
を

結
ぶ

ル
ー

ト
で

あ
り

、
一

般
国

道
、

県
道

、
市

道
等

か
ら

の
設

定
を

基
本

と
す

る
。

□
主

要
拠

点
へ

の
進

出
ル

ー
ト

：
基

幹
ル

ー
ト

、
沿

岸
部

ル
ー

ト
と

行
政

機
関

や
災

害
拠

点
病

院
等

の
防

災
上

の
主

要
な

拠
点

を
結

ぶ
ル

ー
ト

で
あ

り
、

一
般

国
道

、
県

道
、

市
道

等
か

ら
の

設
定

を
基

本
と

す
る

。
【
迂

回
路

の
設

定
】

浸
水

地
域

の
う

ち
ゼ

ロ
メ

ー
ト

ル
地

帯
※

（
尼

崎
市

、
西

宮
市

）
に

つ
い

て
は

、
道

路
啓

開
作

業
自

体
が

困
難

と
な

る
状

況
を

想
定

し
、

迂
回

路
を

設
定

す
る

。

道
路

啓
開

ル
ー

ト
：
基

幹
ル

ー
ト

（
○

：
IC

）
：
沿

岸
部

ル
ー

ト

：
津

波
浸

水
想

定
区

域
：
う

ち
ゼ

ロ
メ

ー
ト

ル
地

帯
※

1
7

1

1
7

1

※
兵

庫
県

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
津

波
被

害
想

定
（
兵

庫
県

H
2
6
.6

）

第
2
回
ワ
ー
キ
ン
グ
承
認
事
項
（図

面
修
正
あ
り
）

ル
ー
ト
の
更
新
を
踏
ま
え
図
面
を
修
正
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
人

命
救

助
を

目
指

し
た

救
助

・
救

援
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

で
き

る
だ

け
早

く
、

遅
く
と

も
発

災
後

７
２

時
間

以
内

に
津

波
被

害
を

受
け

る
緊

急
輸

送
道

路
等

の
道

路
啓

開
完

了
を

目
標

と
す

る
（
注

）

津
波

警
報

解
除

後
大

津
波

警
報

・
津

波
警

報
発

令
中

７
．
道

路
啓

開
の
目

標

東
日

本
大

震
災

で
は

津
波

警
報

解
除

は
発

災
か

ら
約

3
0
時

間
後

○
啓

開
S
T
E
P

8

：
浸
水
想
定
区
域

：
主
要
拠
点

：
基
幹
ル
ー
ト

：
沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト

：
主
要
拠
点
へ
の
進
出
ル
ー
ト

：
沿
岸
部
ル
ー
ト

大
阪

湾

兵
庫

県

大
阪

府
大

阪
湾

大
阪

府
大

阪
湾

大
阪

府

S
T

E
P

1
の

イ
メ

ー
ジ

S
T

E
P

2
の

イ
メ

ー
ジ

S
T

E
P

3
の

イ
メ

ー
ジ

基
幹

ル
ー

ト
：救

助
・
救

援
、

応
急

復
旧

活
動

の
基

幹
と

な
る

広
域

交
通

を
可

能
と

す
る

ル
ー

ト
（
自

動
車

専
用

道
路

等
で

設
定

）
沿

岸
部

ル
ー

ト
：津

波
被

害
が

甚
大

な
沿

岸
域

全
体

の
交

通
機

能
の

軸
と

な
る

ル
ー

ト
（
一

般
国

道
等

で
設

定
）

沿
岸

部
へ

の
進

出
ル

ー
ト

：基
幹

ル
ー

ト
と

沿
岸

部
ル

ー
ト

を
結

ぶ
ル

ー
ト

（
一

般
国

道
、

県
道

、
市

道
等

で
設

定
）

主
要

拠
点

へ
の

進
出

ル
ー

ト
：基

幹
ル

ー
ト

、
沿

岸
部

ル
ー

ト
と

防
災

上
の

主
要

な
拠

点
を

結
ぶ

ル
ー

ト
（
一

般
国

道
、

県
道

、
市

道
等

で
設

定
）

※
上

記
の

ル
ー

ト
を

総
称

し
て

「
啓

開
ル

ー
ト

」
と

す
る

。

兵
庫

県
兵

庫
県

【
S
T
E
P

1
⇒

2
4
時

間
以

内
完

了
目

標
】

浸
水

想
定

区
域

外
の

「
基

幹
ル

ー
ト

」
「
沿

岸
部

ル
ー

ト
」

「
沿

岸
部

へ
の

進
出

ル
ー

ト
」
「
主

要
拠

点
へ

の
進

出
ル

ー
ト

」
を

確
保

【
S
T
E
P

2
⇒

4
8
時

間
以

内
完

了
目

標
】

浸
水

想
定

区
域

内
の

「
基

幹
ル

ー
ト

」
「
沿

岸
部

へ
の

進
出

ル
ー

ト
」
「
主

要
拠

点
へ

の
進

出
ル

ー
ト

」を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

「
沿

岸
部

ル
ー

ト
」
の

啓
開

に
着

手

【
S
T
E
P

3
⇒

7
2
時

間
以

内
完

了
目

標
】

浸
水

想
定

区
域

内
の

「
沿

岸
部

ル
ー

ト
」を

確
保

R
1
7
1

R
1
7
1

R
1
7
1

第
2
回
ワ
ー
キ
ン
グ
承
認
事
項
（修

正
あ
り
）

（
注

）
現

在
、

各
道

路
に

お
い

て
緊

急
輸

送
道

路
の

早
期

機
能

確
保

に
向

け
た

耐
震

補
強

を
進

め
て

い
る

状
況

の
た

め
、

道
路

啓
開

の
目

標
時

間
は

各
路

線
の

耐
震

補
強

が
完

了
し

た
状

態
で

の
目

標
で

あ
る

。
※

目
標

時
間

は
、

計
画

策
定

の
た

め
の

基
準

と
し

て
設

定
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
実

際
の

被
害

に
対

し
て

、
啓

開
完

了
を

確
約

す
る

も
の

で
は

な
い

。

修
正
箇
所

-25-



○
啓

開
S
T
E
P

の
詳

細

9

８
．
道

路
啓

開
の
目

標

【
S
T
E
P

1
⇒

2
4
時

間
以

内
完

了
目

標
】

津
波

浸
水

想
定

区
域

外
の

「
基

幹
ル

ー
ト

」
「
沿

岸
部

ル
ー

ト
」
「
沿

岸
部

へ
の

進
出

ル
ー

ト
」
「
主

要
拠

点
へ

の
進

出
ル

ー
ト

」
を

確
保

【
S
T
E
P

2
⇒

4
8
時

間
以

内
完

了
目

標
】

浸
水

想
定

区
域

内
の

「
基

幹
ル

ー
ト

」
「
沿

岸
部

へ
の

進
出

ル
ー

ト
」
・
「
主

要
拠

点
へ

の
進

出
ル

ー
ト

」
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
「
沿

岸
部

ル
ー

ト
」
の

啓
開

に
着

手

【
S
T
E
P

3
⇒

7
2
時

間
以

内
完

了
目

標
】

浸
水

想
定

区
域

内
の

「
沿

岸
部

ル
ー

ト
」
を

確
保


関

係
機

関
、

災
害

協
定

業
者

が
密

接
に

連
携

し
た

被
災

状
況

把
握

と
情

報
共

有


被
災

状
況

に
応

じ
た

道
路

啓
開

対
象

路
線

の
設

定
と

、
災

害
協

定
業

者
と

の
連

携
に

よ
る

迅
速

な
道

路
啓

開
作

業
の

準
備


津

波
警

報
発

令
中

は
、

津
波

浸
水

想
定

区
域

内
で

の
道

路
啓

開
作

業
が

困
難

な
た

め
、

津
波

浸
水

想
定

区
域

外
の

基
幹

ル
ー

ト
、

沿
岸

部
ル

ー
ト

、
沿

岸
部

へ
の

進
出

ル
ー

ト
、

各
機

関
の

活
動

拠
点

と
な

る
広

域
防

災
拠

点
へ

の
進

出
ル

ー
ト

を
安

全
確

認
に

よ
り

確
保


津

波
警

報
解

除
（
東

日
本

大
震

災
で

は
発

災
か

ら
約

3
0
時

間
後

に
解

除
）
ま

で
は

、
津

波
浸

水
想

定
区

域
外

の
道

路
啓

開
を

完
了

し
、

津
波

浸
水

想
定

区
域

手
前

で
待

機


津
波

警
報

解
除

後
か

ら
津

波
浸

水
想

定
区

域
内

に
あ

る
基

幹
ル

ー
ト

、
沿

岸
部

へ
の

進
出

ル
ー

ト
、

災
害

拠
点

病
院

、
市

役
所

等
、

救
援

・
救

助
活

動
や

応
急

復
旧

活
動

の
拠

点
へ

の
進

出
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

沿
岸

部
ル

ー
ト

の
啓

開
に

着
手


津

波
警

報
解

除
後

に
着

手
し

た
津

波
浸

水
区

域
内

の
沿

岸
部

ル
ー

ト
を

確
保


基

幹
ル

ー
ト

、
沿

岸
部

ル
ー

ト
、

沿
岸

部
へ

の
進

出
ル

ー
ト

、
拠

点
へ

の
進

出
ル

ー
ト

全
て

の
道

路
啓

開
を

完
了

第
2
回
ワ
ー
キ
ン
グ
承
認
事
項
（修

正
無
し
）
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

兵
庫
県
阪
神
淡
路
地
域
道
路
啓
開
計
画
（
案
）

啓
開

ル
ー

ト
計

画

平
成
３
１

年
１
月

ワ
ー
キ
ン

グ
事
務
局

資
料

-
６

兵
庫
県
緊
急

輸
送
道

路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

計
画
等
策

定
協
議

会
南

海
ト
ラ
フ

巨
大
地

震
等
災
害

発
生
時

の
緊
急
輸

送
道
路

等
確
保
ワ

ー
キ
ン

グ
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１
．
啓

開
ル
ー
ト
計

画
（
意

見
照

会
に
つ
い
て
）

•
照
会
期
間
：
9⽉

27
⽇
〜
10
⽉
25
⽇

•
照
会
項
⽬
：
①
主
要
拠
点
（
事
務
局
案
確
認
と
追
加
候
補
等
）

②
啓
開
ル
ー
ト
（
設
定
ル
ー
ト
確
認
と
修
正
等
）

③
保
有
す
る
災
害
時
に
活
⽤
で
き
る
連
絡
通
信
⼿
段

1

•
市
内
の
災
害
対
応
病
院
の
追
加
。

•
⼤
量
物
資
集
積
・
配
送
拠
点
や
広
域
避
難
場
所
等
の
市
の
防
災
拠
点
の
追
加
。

•
市
役
所
代
替
拠
点
、
現
地
対
策
本
部
設
置
拠
点
の
追
加
。

•
警
察
署
や
消
防
署
の
追
加
。

•
淡
路
島
の
東
海
岸
地
域
へ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
追
加
。

•
同
⼀
港
湾
に
お
け
る
複
数
箇
所
の
岸
壁
・
ふ
頭
を
拠
点
と
し
て
設
定
す
べ
き
。

•
供
⽤
さ
れ
て
い
な
い
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
削
除
。

•
淡
路
島
に
お
け
る
、
拠
点
へ
の
進
出
ル
ー
ト
の
変
更
。

•
⼭
⼿
幹
線
全
線
の
進
出
ル
ー
ト
へ
の
位
置
づ
け
。

•
起
点
IC
設
定
⽅
法
の
確
認
。

○
主
な
意
⾒

（
参
考
）
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２
．
主

要
拠

点
（
案

）
一

覧
（
１
）

2


「
神
⼾
ヘ
リ
ポ
ー
ト
」
は
、
平
成
30
年
3⽉

31
⽇
に
運
⽤
終
了
の
た
め
削
除
。


「
神
⼾
港
」
及
び
「
尼
崎
⻄
宮
芦
屋
港
」
は
、
拠
点
位
置
の
明
確
化
の
た
め
、

各
港
の
港
湾
計
画
に
基
づ
き
、
地
区
で
設
定
し
、
港
湾
名
の
後
ろ
に
か
っ
こ
書

き
で
地
区
名
を
追
加
。
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２
．
主

要
拠

点
（
案

）
一

覧
（
２
）

3
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２
．
主

要
拠

点
（
案

）
一

覧
（
３
）

4
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２
．
主

要
拠

点
（
案

）
一

覧
（
４
）

5
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３
．
主

要
拠

点
（
案

）
位

置
図

阪
神

地
域

全
域

6

防
災

拠
点

広
域

防
災

拠
点

災
害

拠
点

病
院

地
域

防
災

拠
点

ヘ
リ
ポ
ー
ト

災
害

対
策

拠
点

災
害

対
応

病
院

救
助

活
動

拠
点
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３
．
主

要
拠

点
（
案

）
位

置
図

淡
路

島
全

域

7

防
災

拠
点

広
域

防
災

拠
点

災
害

拠
点

病
院

地
域

防
災

拠
点

ヘ
リ
ポ
ー
ト

災
害

対
策

拠
点

災
害

対
応

病
院

救
助

活
動

拠
点
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３
．
主

要
拠

点
（
案

）
位

置
図

阪
神

地
域

拡
大

（
東

部
）

防
災

拠
点

広
域

防
災

拠
点

災
害

拠
点

病
院

地
域

防
災

拠
点

ヘ
リ
ポ
ー
ト

災
害

対
策

拠
点

災
害

対
応

病
院

救
助

活
動

拠
点

8
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３
．
主

要
拠

点
（
案

）
位

置
図

阪
神

地
域

拡
大

（
西

部
）

防
災

拠
点

広
域

防
災

拠
点

災
害

拠
点

病
院

地
域

防
災

拠
点

ヘ
リ
ポ
ー
ト

災
害

対
策

拠
点

災
害

対
応

病
院

救
助

活
動

拠
点

9
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３
．
主

要
拠

点
（
案

）
位

置
図

淡
路

島
拡

大
（
北

部
）

10

防
災

拠
点

広
域

防
災

拠
点

災
害

拠
点

病
院

地
域

防
災

拠
点

ヘ
リ
ポ
ー
ト

災
害

対
策

拠
点

災
害

対
応

病
院

救
助

活
動

拠
点
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３
．
主

要
拠

点
（
案

）
位

置
図

淡
路

島
拡

大
（
南

部
）

11

防
災

拠
点

広
域

防
災

拠
点

災
害

拠
点

病
院

地
域

防
災

拠
点

ヘ
リ
ポ
ー
ト

災
害

対
策

拠
点

災
害

対
応

病
院

救
助

活
動

拠
点
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４
．
基

幹
ル
ー
ト

12


基
幹
ル
ー
ト
（
救
助
・
救
援
、
応
急
復
旧
活
動
の
基
幹
と
な
る
広
域
交
通
を
可
能
と
す
る
ル
ー
ト
）
は
、
⾃

動
⾞
専
⽤
道
路
等
か
ら
の
選
定
を
基
本
と
し
て
12
路
線
を
選
定
。

N
o

地
域

道
路
管
理
者

道
路
名

関
連
計
画

①
②

③
1

阪
神

阪
神
⾼
速

阪
神
⾼
速
3号

神
⼾
線

○
○

○
2

本
四
⾼
速

神
⼾
淡
路
鳴
⾨
⾃
動
⾞
道
（
本
州
側
）

○
○

○
3

NE
XC
O
⻄
⽇
本

第
⼆
神
明
道
路
（
国
道
2号

バ
イ
パ
ス
）

○
○

○
4

阪
神
⾼
速

阪
神
⾼
速
5号

湾
岸
（
垂
⽔
）
線

○
○

○
5

NE
XC
O
⻄
⽇
本

名
神
⾼
速
道
路

○
○

○
6

阪
神
⾼
速

阪
神
⾼
速
5号

湾
岸
線

○
○

○
7

神
⼾
市

ハ
ー
バ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ

○
○

○
8

阪
神
⾼
速

阪
神
⾼
速
31
号
神
⼾
⼭
⼿
線

○
○

○
9

阪
神
⾼
速

阪
神
⾼
速
7号

北
神
⼾
線

○
○

○
10

阪
神
⾼
速

阪
神
⾼
速
32
号
新
神
⼾
ト
ン
ネ
ル

○
○

11
NE
XC
O
⻄
⽇
本

⼭
陽
⾃
動
⾞
道

○
○

○
12

淡
路

本
四
⾼
速

神
⼾
淡
路
鳴
⾨
⾃
動
⾞
道
（
淡
路
島
側
）

○
○

○

関
連
計
画
①
：
内
閣
府
：
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
具
体
的
な
応
急
活
動
に
関
す
る
計
画
（
H2
9.
6.
23
）

関
連
計
画
②
：
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
（
兵
庫
県
）

関
連
計
画
③
：
緊
急
交
通
路
事
前
指
定
路
線
（
兵
庫
県
警
察
本
部
）
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５
．
沿

岸
部

ル
ー
ト
・
迂

回
路

13


沿
岸
部
ル
ー
ト
（
津
波
被
害
が
甚
⼤
な
沿
岸
域
全
体
の
交
通
機
能
の
軸
と
な
る
ル
ー
ト
）
は
、
⼀
般
国
道
等

か
ら
の
選
定
を
基
本
と
す
る
。


浸
⽔
地
域
の
う
ち
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
（
尼
崎
市
、
⻄
宮
市
）
に
つ
い
て
は
、
道
路
啓
開
作
業
⾃
体
が
困

難
と
な
る
状
況
を
想
定
し
、
迂
回
路
を
設
定
す
る
。

地
域

道
路
管
理
者

道
路
名

関
連
計
画

①
②

③
阪
神

国
国
道
2号

○
○

○
阪
神

国
国
道
43
号

○
○

○
淡
路

国
国
道
28
号

○
○

阪
神
（
迂
回
路
）

⻄
宮
市

幹
第
17
号
線

○
阪
神
（
迂
回
路
）

兵
庫
県

尼
崎
宝
塚
線

○
阪
神
（
迂
回
路
）

⻄
宮
市
/尼
崎
市

⼭
⼿
幹
線

○
阪
神
（
迂
回
路
）

兵
庫
県

尼
崎
池
⽥
線

○
阪
神
（
迂
回
路
）

国
国
道
17
1号

○
①
内
閣
府
：
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
具
体
的
な
応
急
活
動
に
関
す
る
計
画

②
兵
庫
県
：
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

③
兵
庫
県
警
：
緊
急
交
通
路
事
前
指
定
路
線

-40-



６
．
沿

岸
部

ル
ー
ト
・
迂

回
路

•
⼭
⼿
幹
線
は
、
⼤
阪
府
域
側
が
事
業
中
の
た
め
、
⼤
阪
府
と
の
接
続
が
不
可
能
。

•
⼤
阪
伊
丹
線
（
⼤
阪
府
道
41
号
・
兵
庫
県
道
41
号
）
経
由
で
⼤
阪
府
と
の
接
続
が
可
能

で
あ
る
が
、
⼤
阪
伊
丹
線
は
⼤
阪
府
内
で
想
定
浸
⽔
深
の
⾼
い
地
域
を
通
過
す
る
た
め
、

早
期
の
通
⾏
が
確
保
さ
れ
な
い
可
能
性
が
⾼
い

•
従
っ
て
、
現
時
点
で
は
、
⼤
阪
府
へ
の
接
続
は
国
道
17
1号

と
し
、
国
道
17
1号

か
ら
沿

岸
部
に
ア
ク
セ
ル
す
る
ル
ー
ト
（
県
道
尼
崎
池
⽥
線
、
⼭
⼿
幹
線
等
）
を
設
定

14

国
道
2号

国
道
43
号

⼭
⼿
幹
線

⻄
宮
市
道

幹
第
17
号
線

県
道
13
号

尼
崎
池
⽥
線

国
道
17
1号

⼤
阪
伊
丹
線

国
道
17
1号

国
道
2号

県
道
42
号

尼
崎
宝
塚
線

（
参
考
）
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７
．
沿

岸
部

へ
の
進

出
ル
ー
ト

15

①
内
閣
府
：
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
具
体
的
な
応
急
活
動
に
関
す
る
計
画

②
兵
庫
県
：
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

③
兵
庫
県
警
：
緊
急
交
通
路
事
前
指
定
路
線


沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト
は
、
基
幹
ル
ー
ト
と
沿
岸
部
ル
ー
ト
を
結
ぶ
ル
ー
ト
で
あ
り
、
⼀
般
国
道
、
県
道
、

市
道
等
か
ら
の
設
定
を
基
本
と
す
る
。


選
定
す
る
際
は
、
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
、
緊
急
輸
送
道
路
、
緊
急
交
通
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
路
線
を
選
定
す

る
。

N
o

地
域

道
路
管
理
者

道
路
名

関
連
計
画

N
o

地
域

道
路
管
理
者

道
路
名

関
連
計
画

①
②

③
①

②
③

1
阪
神

神
⼾
市

神
⼾
六
甲
線

○
13

阪
神

兵
庫
県

県
道
57
号
尼
崎
港
線

○

2
阪
神

神
⼾
市

摩
耶
埠
頭
線

○
14

阪
神

兵
庫
県

県
道
14
2号

⽶
⾕
昆
陽
尼
崎
線

○

3
阪
神

神
⼾
市

東
灘
芦
屋
線

○
15

阪
神

兵
庫
県

県
道
19
2号

尼
崎
港
崇
徳
院
線

○

4
淡
路

神
⼾
市

新
神
⼾
停
⾞
場
線

○
16

阪
神

兵
庫
県

臨
港
道
路
札
場
筋
線

○

5
淡
路

神
⼾
市

⽣
⽥
川
右
岸
線

○
17

阪
神

⻄
宮
市

幹
第
7号

線
○

6
阪
神

神
⼾
市

⾼
⽻
線

○
18

阪
神

⻄
宮
市

幹
第
17
号
線

○

7
阪
神

神
⼾
市

商
船
学
校
線

○
19

淡
路

兵
庫
県

県
道
25
号
阿
万
福
良
湊
線

○

8
阪
神

神
⼾
市

中
央
幹
線

○
20

淡
路

兵
庫
県

県
道
31
号
福
良
江
井
岩
屋
線

○

9
阪
神

神
⼾
市

⻑
坂
垂
⽔
線

○
21

淡
路

兵
庫
県

県
道
46
号
洲
本
五
⾊
線

○

10
阪
神

神
⼾
市

神
⼾
明
⽯
線

○
22

淡
路

兵
庫
県

県
道
66
号
⼤
⾕
鮎
原
神
代
線

○

11
阪
神

神
⼾
市

臨
港
道
路

○
23

淡
路

兵
庫
県

県
道
46
0号

野
島
浦
線

○

12
阪
神

兵
庫
県

県
道
13
号
尼
崎
池
⽥
線

○
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８
．
啓

開
ル
ー
ト
図

（
拠

点
へ
の
進

出
ル
ー
ト
を
除

く
）
（
１
）

16

基
幹
ル
ー
ト

沿
岸
部
ル
ー
ト

沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト

国
道
2号

阪
神
⾼
速
3号

神
⼾
線

国
道
43
号

阪
神
⾼
速
5号

湾
岸
線

名
神
⾼
速
道
路

ハ
ー
バ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ

1

2

3

4
5

6

7

11

11

12

12 13

13

14

15 15

16

17

18 18

No
道
路
名

No
道
路
名

1
神
⼾
六
甲
線

12
県
道
13
号
尼
崎
池
⽥
線

2
摩
耶
埠
頭
線

13
県
道
57
号
尼
崎
港
線

3
東
灘
芦
屋
線

14
県
道
14
2号

⽶
⾕
昆
陽
尼
崎
線

4
新
神
⼾
停
⾞
場
線

15
県
道
19
2号

尼
崎
港
崇
徳
院
線

5
⽣
⽥
川
右
岸
線

16
臨
港
道
路
札
場
筋
線

6
⾼
⽻
線

17
幹
第
7号

線

7
商
船
学
校
線

18
幹
第
17
号
線

11
臨
港
道
路

阪
神
⾼
速
32
号

新
神
⼾
ト
ン
ネ
ル

沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト

注
）
本
図
は
、
道
路
啓
開
ル
ー
ト
の
う
ち
、
基
幹
ル
ー
ト
、
沿
岸
部
ル
ー
ト
及
び
沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト
を
⽰
し
た
も
の
で
あ
り
、

主
要
拠
点
へ
の
進
出
ル
ー
ト
は
、
未
決
定
の
た
め
本
図
に
は
⽰
し
て
い
な
い
。

尼
崎
池
⽥
線

17
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８
．
啓

開
ル
ー
ト
図

（
拠

点
へ
の
進

出
ル
ー
ト
を
除

く
）
（
２
）

17

基
幹
ル
ー
ト

沿
岸
部
ル
ー
ト

沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト

4
5

10

国
道
2号

ハ
ー
バ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ

阪
神
⾼
速
31
号
神
⼾
⼭
⼿
線

阪
神
⾼
速
3号

神
⼾
線

国
道
2号

第
⼆
神
明
道
路

（
国
道
2号

バ
イ
パ
ス
）

神
⼾
淡
路
鳴
⾨
⾃
動
⾞
道

第
⼆
神
明
道
路

（
国
道
2号

バ
イ
パ
ス
）

阪
神
⾼
速
7号

北
神
⼾
線

神
⼾
淡
路
鳴
⾨
⾃
動
⾞
道

神
⼾
淡
路
鳴
⾨
⾃
動
⾞
道

阪
神
⾼
速
7号

北
神
⼾
線

11

9

10 8

No
道
路
名

4
新
神
⼾
停
⾞
場
線

5
⽣
⽥
川
右
岸
線

8
中
央
幹
線

9
⻑
坂
垂
⽔
線

10
神
⼾
明
⽯
線

阪
神
⾼
速
32
号

新
神
⼾
ト
ン
ネ
ル

注
）
本
図
は
、
道
路
啓
開
ル
ー
ト
の
う
ち
、
基
幹
ル
ー
ト
、
沿
岸
部
ル
ー
ト
及
び
沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト
を
⽰
し
た
も
の
で
あ
り
、

主
要
拠
点
へ
の
進
出
ル
ー
ト
は
、
未
決
定
の
た
め
本
図
に
は
⽰
し
て
い
な
い
。

沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト
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８
．
啓

開
ル
ー
ト
図

（
拠

点
へ
の
進

出
ル
ー
ト
を
除

く
）
（
３
）

18

国
道
28
号

神
⼾
淡
路
鳴
⾨
⾃
動
⾞
道

22

23

基
幹
ル
ー
ト

沿
岸
部
ル
ー
ト

沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト

No
道
路
名

22
県
道
66
号
⼤
⾕
鮎
原
神
代
線

23
県
道
46
0号

野
島
浦
線

注
）
本
図
は
、
道
路
啓
開
ル
ー
ト
の
う
ち
、
基
幹
ル
ー
ト
、
沿
岸
部
ル
ー
ト
及
び
沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト
を
⽰
し
た
も
の
で
あ
り
、

主
要
拠
点
へ
の
進
出
ル
ー
ト
は
、
未
決
定
の
た
め
本
図
に
は
⽰
し
て
い
な
い
。

沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト
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８
．
啓

開
ル
ー
ト
図

（
拠

点
へ
の
進

出
ル
ー
ト
を
除

く
）
（
４
）

19

国
道
28
号

神
⼾
淡
路
鳴
⾨
⾃
動
⾞
道

20

21

基
幹
ル
ー
ト

沿
岸
部
ル
ー
ト

沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト

No
道
路
名

19
県
道
25
号
阿
万
福
良
湊
線

20
県
道
31
号
福
良
江
井
岩
屋
線

21
県
道
46
号
洲
本
五
⾊
線

19

注
）
本
図
は
、
道
路
啓
開
ル
ー
ト
の
う
ち
、
基
幹
ル
ー
ト
、
沿
岸
部
ル
ー
ト
及
び
沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト
を
⽰
し
た
も
の
で
あ
り
、

主
要
拠
点
へ
の
進
出
ル
ー
ト
は
、
未
決
定
の
た
め
本
図
に
は
⽰
し
て
い
な
い
。

沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト

-46-



啓
開

ル
ー
ト
図

（
拠

点
へ
の
進

出
ル
ー
ト
を
除

く
）

阪
神

地
域

全
域

基
幹
ル
ー
ト

沿
岸
部
ル
ー
ト

沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト国

道
2号阪
神
⾼
速
3号

神
⼾
線

国
道
43
号 阪

神
⾼
速
5号

湾
岸
線

名
神
⾼
速
道
路

ハ
ー
バ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ

1

2

3

4
5

6

7

11

12

12 13

13

14

15

15

16
17

18
18

No
道
路
名

No
道
路
名

1
神
⼾
六
甲
線

10
神
⼾
明
⽯
線

2
摩
耶
埠
頭
線

11
臨
港
道
路

3
東
灘
芦
屋
線

12
県
道
13
号
尼
崎
池
⽥
線

4
新
神
⼾
停
⾞
場
線

13
県
道
57
号
尼
崎
港
線

5
⽣
⽥
川
右
岸
線

14
県
道
14
2号

⽶
⾕
昆
陽
尼
崎
線

6
⾼
⽻
線

15
県
道
19
2号

尼
崎
港
崇
徳
院
線

7
商
船
学
校
線

16
臨
港
道
路
札
場
筋
線

8
中
央
幹
線

17
幹
第
7号

線

9
⻑
坂
垂
⽔
線

18
幹
第
17
号
線

阪
神
⾼
速
32
号

新
神
⼾
ト
ン
ネ
ル

沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト

注
）
本
図
は
、
道
路
啓
開
ル
ー
ト
の
う
ち
、
基
幹
ル
ー
ト
、
沿
岸
部
ル
ー
ト
及
び
沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト
を
⽰
し
た
も
の
で
あ
り
、

主
要
拠
点
へ
の
進
出
ル
ー
ト
は
、
未
決
定
の
た
め
本
図
に
は
⽰
し
て
い
な
い
。

尼
崎
池
⽥
線

17

10

9

10
8

国
道
2号

阪
神
⾼
速
31
号

神
⼾
⼭
⼿
線

阪
神
⾼
速
3号

神
⼾
線

国
道
2号

第
⼆
神
明
道
路

（
国
道
2号

バ
イ
パ
ス
）

神
⼾
淡
路
鳴
⾨
⾃
動
⾞
道

第
⼆
神
明
道
路

（
国
道
2号

バ
イ
パ
ス
）

阪
神
⾼
速
7号

北
神
⼾
線

神
⼾
淡
路
鳴
⾨
⾃
動
⾞
道

神
⼾
淡
路
鳴
⾨

⾃
動
⾞
道

阪
神
⾼
速
7号

北
神
⼾
線

国
道
17
1号

11

20
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啓
開

ル
ー
ト
図

（
拠

点
へ
の
進

出
ル
ー
ト
を
除

く
）

淡
路

島
全

域

国
道
28
号

神
⼾
淡
路
鳴
⾨
⾃
動
⾞
道

22

23

基
幹
ル
ー
ト

沿
岸
部
ル
ー
ト

沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト

注
）
本
図
は
、
道
路
啓
開
ル
ー
ト
の
う
ち
、
基
幹
ル
ー
ト
、
沿
岸
部
ル
ー
ト
及
び
沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト
を
⽰
し
た
も
の
で
あ
り
、

主
要
拠
点
へ
の
進
出
ル
ー
ト
は
、
未
決
定
の
た
め
本
図
に
は
⽰
し
て
い
な
い
。

国
道
28
号

20

21

19

No
道
路
名

19
県
道
25
号
阿
万
福
良
湊
線

20
県
道
31
号
福
良
江
井
岩
屋
線

21
県
道
46
号
洲
本
五
⾊
線

22
県
道
66
号
⼤
⾕
鮎
原
神
代
線

23
県
道
46
0号

野
島
浦
線

沿
岸
部
へ
の
進
出
ル
ー
ト

21
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

兵
庫
県
阪
神
淡
路
地
域
道
路
啓
開
計
画
（
案
）

情
報

収
集

・
連

絡
・

連
携

平
成
３
１

年
１
月

ワ
ー
キ
ン

グ
事
務
局

資
料

-
７

兵
庫
県
緊
急

輸
送
道

路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

計
画
等
策

定
協
議

会
南

海
ト
ラ
フ

巨
大
地

震
等
災
害

発
生
時

の
緊
急
輸

送
道
路

等
確
保
ワ

ー
キ
ン

グ
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1

災
害
対
策
本
部

政
府
（各

省
庁
）

国
交
省

（
本
省
）

調
整

決
定

政
府

緊
急

現
地

対
策

本
部

防
衛
省

師
団

駐
屯
地

連
携

兵
庫

県
災

害
対

策
本

部

調
整

要
請

兵
庫

国
道
事
務
所

兵
庫

県
各

県
民

局
・

県
民

セ
ン
タ
ー

連
携

連
携

連
携

建
設
業
協
会
各
支
部
・

神
戸
市
建
設
協
力
会
等

指
示

調
整

関
係

市

●
道
路
管
理
者
実
施
内
容

■
情
報
提
供

■
啓
開
指
示
・
要
請

■
応
援
調
整

連
携

連
携

連
携

指
示

●
災
害
協
定
業
者
実
施
内
容

■
巡
回
・
点
検

■
資
機
材
・
人
員
確
保

■
道
路
啓
開

調
整

近
畿

地
整

災
害

対
策

本
部

指
示

調
整

調
整

調
整

必
要
に
応
じ
て
調

整

必
要
に
応
じ
て
調

整


各
道
路
管
理
者
か
ら
の
情
報
を
、
近
畿

地
整
及

び
兵
庫

県
災
害

対
策
本

部
で
集
約

。


政
府
緊
急
現
地
対
策
本
部
、
近
畿
地
整

及
び
兵
庫

県
災
害

対
策
本

部
で
調
整
・
指

示
し
、
国

道
事
務

所
・
兵
庫

県
・
関
係
市
の
連
携
に
よ
り
、
啓
開
作

業
を
実

施
す
る
『
啓
開
ル
ー
ト
』
を
決
定
。

調
整

連
携

阪
神
高
速
道
路

株
式
会
社

本
社

(災
害

対
策

本
部

)

阪
神
高
速
道
路

株
式
会
社

神
戸
管
理
部

N
E
X
C
O

西
日
本

本
社

（
災

害
対

策
本

部
）

N
E
X
C
O

西
日
本

関
西
支
社

（
災

害
対

策
本

部
）

N
E
X
C
O

西
日
本

N
E
X
C
O

西
日
本

ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ会

社

調
整

調
整

調
整

指
示

指
示

指
示

本
州
四
国

連
絡
高
速
道
路

株
式
会
社

本
社

(災
害

対
策

本
部

)

本
州
四
国

連
絡
高
速
道
路

株
式
会
社

警
察
・
消
防

港
湾

管
理
者
等

道
路
管
理
者
間
、
道
路
管
理
者
か

ら
建
設
業
者
等
へ
の
指
示
・
連
絡

系
統
の
は
次
頁
参
照関
西
電
力
・
N
T
T
等

連
携

調
整

決
定

第
二
神
明

道
路
事
務
所

神
戸
高
速

道
路
事
務
所

大
阪
高
速

道
路
事
務
所

神
戸
管
理

セ
ン
タ
ー

鳴
門
管
理

セ
ン
タ
ー

指
示

調
整

１
．
関

係
機

関
の
応

援
・
協

力
体

制
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２
．
指

示
連

絡
系

統
（
案

）

2


通
信
が
途
絶
し
た
場
合
で
も
迅
速
に
道
路
啓
開
に
着
手
で
き
る
よ
う
、
基
本
的
に
は
、
各
管
理
者
が
、
自
身
の
管
理
区
間
に
対
す

る
啓
開
を
、
各
々
の
災
害
協
定
に
基
づ
い
て
指
示
・
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
図
中

）


通
信
環
境
確
立
以
降
は
、
各
道
路
管
理
者
調
整
の
も
と
、
統
一
的
な
方
針
・
計
画
で
道
路
啓
開
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
明
確
な
横

（
関
係
機
関
間
）
の
連
携
ラ
イ
ン
を
確
立
す
る
。

（
図
中

）


道
路
啓
開
に
関
す
る
管
理
者
間
調
整
を
よ
り
密
に
実
施
す
る
た
め
、
兵
庫
県

県
土
整
備
部
に
道
路
専
門
リ
エ
ゾ
ン
を
派
遣
す
る
。

（
図
中

）


点
検
・
啓
開
作
業
班
（
災
害
協
定
事
業
者
）
へ
の
指
示
の
輻
輳
を
防
ぐ
た
め
、
区
間
割
付
に
よ
り
事
前
に
各
管
理
者
が
活
用
す
る

災
害
協
定
業
者
を
定
め
る
と
と
も
に
、
担
当
管
理
者
の
変
更
は
管
理
者
間
調
整
に
よ
り
、
明
確
に
実
施
す
る
。

国
⼟
交
通
省

近
畿
地
⽅
整
備
局

（
災
害
対
策
本
部
）

兵
庫
国
道
事
務
所

（
災
害
対
策
部
）

各
出
張
所

点
検
・
啓
開
作
業
班

（
兵
庫
国
道
協
定
事
業
者
）

兵
庫
県
（
災
害
対
策
本
部
）

兵
庫
県

県
⼟
整
備
部

点
検
・
啓
開
作
業
班

（
神
⼾
市
協
定
事
業
者
）

神
⼾
市

（
災
害
対
策
本
部
）

神
⼾
市
建
設
局

（
建
設
部
）

神
⼾
市

各
建
設
事
務
所

点
検
・
啓
開
作
業
班

（
各
市
協
定
事
業
者
）

点
検
・
啓
開
作
業
班

（
兵
庫
県
協
定
事
業
者
）

各
⾼
速
道
路
㈱

関
連
会
社

⾼
速
道
路
㈱

本
社
・
⽀
社

関
係
各
市

（
災
害
対
策
本
部
）

兵
庫
県

各
⼟
⽊
事
務
所

⾼
速
道
路
㈱

事
務
所
・
管
理
部
・
管

理
セ
ン
タ
ー

関
係
各
市
道
路
部
局

地
整
リ
エ
ゾ
ン

神
⼾
市
リ
エ
ゾ
ン

（
直
轄
国
道
）

（
神
⼾
市
道
、
市
内
県
道
）

（
市
道
）

（
県
道
）

（
⾼
速
道
路
）

・
尼

崎
市

都
市

整
備

局
・
西

宮
市

土
木

局
・
芦

屋
市

都
市

建
設

部
・
淡

路
市

都
市

整
備

部
・
洲

本
市

都
市

整
備

部
・
南

あ
わ
じ
市
産
業
建
設
部

・
阪
神
南
県
民
セ
ン
タ
ー

西
宮

土
木

事
務

所
・
淡

路
県

民
局

洲
本

土
木
事

務
所

・
東

部
・
中

部
・
北

・
西

部
・
垂

水
・
西

・
神

戸
維

持
・
西

宮
維

持
・
洲

本
維

持
・
明

石
維

持

リ
エ
ゾ
ン

組
織
内
連
携

関
係
機
関
間
連
携

県
⼟
整
備
部
へ
の
リ
エ
ゾ
ン
配
置
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

兵
庫
県
阪
神
淡
路
地
域
道
路
啓
開
計
画
（
案
）

啓
開

作
業

計
画

平
成
３
１

年
１
月

ワ
ー
キ
ン

グ
事
務
局

資
料

-
８

兵
庫
県
緊
急

輸
送
道

路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

計
画
等
策

定
協
議

会
南

海
ト
ラ
フ

巨
大
地

震
等
災
害

発
生
時

の
緊
急
輸

送
道
路

等
確
保
ワ

ー
キ
ン

グ
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１
．
発
災
時
の
行
動
計
画

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

作
成


発
災
後
、
安
否
確
認
を
行
っ
た
後
、
た
だ
ち
に
参
集
し
、
緊
急

点
検
の

実
施
・
被
害

情
報
の

収
集

に
着

手


2
4
時
間
・
4
8
時
間
・
7
2
時

間
以
内

で
、
目
標

進
出
ル
ー
ト
の

道
路
啓

開
を
完

了

近
畿

地
方

整
備

局

自
衛

隊

西
日

本
高

速
道

路
阪

神
高

速
道

路
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路

兵
庫

県
（
本

庁
・
各

県
民

局
・

県
民

セ
ン
タ
ー
）

神
戸

市
・
関

係
市

2
4
h

4
8
h

7
2
h

1
h

3
h

兵
庫

県
建

設
業

協
会

神
戸

市
建

設
協

力
会

等

上
記
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
各
機
関
に
よ
る
活
動
事
例
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
被
災
状
況
に
よ
り
相
違
が
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
。

支
援

要
請

受
諾

人
員

・
資

機
材

の
確

保
出

動
体

制
報

告

進
出

（
浸

水
区

域
手

前
ま
で
）

※
津
波
警
報
解
除
ま
で
浸
水
区
域
の
道
路
啓
開
は
着
手
し
な
い

兵
庫

国
道

事
務

所

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

地
震

発
生

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

電
気
・通

信
施
設
等
の
復
旧

通
行
禁
止
、
災
対
法
の
区
間
指
定
、
啓
開
状
況
の
把
握

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

（
関

西
電

力
・
N
T
T
等

）

基
準
震
度
で

通
行
止
め
※

支
援
要
請

（
復
旧
作

業
・
工
事
要

請
(事

前
要

請
含
む
）
）

道
路
管
理
者

に
よ
る

通
行
禁
止
等

迂
回
路
設
定

道
路
管
理
者
に
よ
る

通
行
禁
止
等

迂
回
路
設
定

被
害
情
報
の

収
集
・
整
理

緊
急
点
検
の

結
果
整
理

被
害
情
報
の

収
集
・
整
理

災
対
法

に
よ
る

区
間

指
定

緊
急
点
検
の
実
施

被
害
情
報
の

収
集
・
整
理

緊
急
点
検
の
実
施

被
害
情
報
の

収
集
・
整
理

順
次

、
道

路
啓

開

進
出

ル
ー
ト
の

決
定進
出
ル
ー
ト
の
決
定

災
対
法
に
よ
る
区
間
指
定

道
路
管
理
者
に
よ
る

通
行
禁
止
情
報
の
収
集

災
対
法

に
よ
る

区
間
指
定

兵
庫

県
警

消
防

浸 水 想 定 区 域 内 の 基 幹 ル ー ト 、 沿 岸 部 へ の 進

出 ル ー ト 、 主 要 拠 点 へ の 進 出 ル ー ト を 確 保 す

る と と も に 、 沿 岸 部 ル ー ト の 啓 開 に 着 手

( ４ ８ 時 間 以 内 完 了 目 標)

浸 水 想 定 区 域 内 の 「 沿 岸 部 ル ー ト 」 を 確 保

( ７ ２ 時 間 以 内 完 了 目 標)

浸 水 想 定 区 域 外 の 基 幹 ル ー ト 、 沿 岸 部 ル ー ト 、

沿 岸 部 へ の 進 出 ル ー ト 、 主 要 拠 点 へ の 進 出

ル ー ト を 確 保( ２ ４ 時 間 以 内 完 了 目 標)

安 否 確 認

参 集

被
害

情
報
の

収
集

広
域

応
援

部
隊
の
編
成 ・

出
動

航
空
機
に
よ
る
救
助
活
動
、
緊
急
輸
送
路
等
の
交
通
規
制
等

救
助
・救

援
、
緊
急
輸
送
路
等
の
交
通
規
制

航
空
機
に
よ
る
救
助
活
動
等

救
助
・救

援
、
消
火
活
動

航
空
機
に
よ
る
救
助
活
動
等

救
助
・
救
援
活
動

緊
急
交
通
路

指
定

【
公
安
委
員
会
】

区
間
指
定
の
収
集
・
把
握

1
※

基
準

震
度

：
西

日
本

高
速

道
路

と
本

州
四

国
連

絡
高

速
道

路
は

震
度

５
弱

、
阪

神
高

速
道

路
は

震
度

５
強

。
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多
車
線
道
路
の
道
路
啓
開
は
、
上
下

各
１
車
線
と
し
て
、
計
２
車
線
の
啓
開

を
基
本
に
実
施
す
る
。

２
車
線
道
路
の
道
路
啓
開
は
、
１
車
線

（
幅
員
４
ｍ
程
度

※
）
＋
す
れ
違
い
区

間
の
啓
開
を
基
本
に
実
施
す
る
。

※
普
通
車
が
す
れ
違
え
る
幅
員
を
考
慮

2

２
．
道
路
啓
開
の
作
業
要
領

道
路

施
設

に
か

か
る
主

な
被

災
想

定
①

橋
梁

段
差

（
液
状
化
に
よ
る
橋

台
背

面
盛

土
の

沈
下

、
支

承
の

部
損

傷
に
よ
る
上

部
構

造
の

沈
下

）
②

瓦
礫

等
（
津

波
浸

水
被

害
（
泥

土
）
、
沿

道
施

設
被

害
）

③
放

置
車

両
等

④
土

砂
（
落

石
や

自
然

斜
面

の
崩

壊
）

出
典

）
首

都
直

下
地

震
道
路

啓
開
計

画
（初

版
）

（
平

成
2
7
年

2月
首

都
直

下
地

震
道

路
啓

開
計
画

検
討
協

議
会
）

●
道
路

啓
開

の
作

業
イ

メ
ー
ジ

●
す
れ
違
い

区
間

設
置

の
イ
メ

ー
ジ

・
す
れ
違

い
区
間

相
互
の

距
離
は

、
概
ね

3
00
m以

内
と

す
る
。
た

だ
し
、

交
差
点

間
隔
や

道
路
啓

開
作
業

の
進

捗
状
況

に
鑑
み

、
臨
機

に
対
応

す
る
も

の
と
す

る
。

・
す
れ
違

い
区
間

の
長
さ

は
2
0m
以
上

と
し
、

そ
の
区

間
の
幅
員

は
5
ｍ
以
上

と
す
る
。

な
お
、

す
れ
違

い
区

間
の
前

後
に
は

、
テ
ー

パ
部
を

設
け
る

こ
と
が

望
ま

し
い
。

幅員
4m程度

幅員
5m以上

長
さ
2
0
m
以
上
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１
）
橋

梁
段

差


緊

急
車
両
が
通
行
可
能
と
な
る

よ
う
、
橋
梁
段
差
箇
所
に
つ
い
て
土
の
う
と
敷
鉄
板
で
通

行
幅

分
の

段
差

を
解

消
す

る
。

（
１
）

手
順

①
担
当

割
付

区
間

内
の

パ
ト
ロ

ー
ル

に
よ

る
被

災
状

況
の
確

認

②
資
機

材
基

地
等

へ
の

集
結

③
関
係

機
関

等
と

の
情

報
共
有

【
被

災
規

模
、

応
援

要
請
等

】

④
啓
開

ル
ー

ト
の

確
認

【
兵
庫

県
対

策
本

部
と

の
連

携
】

⑤
被
災

状
況

に
応

じ
た

災
害
協

定
業

者
の

班
編

制

⑥
橋
梁

段
差

発
生

箇
所

に
お
い

て
通

行
幅

分
の

段
差

を
解
消

（
３
）

必
要

資
機

材


ダ

ン
プ

ト
ラ

ッ
ク

、
パ

ト
ロ
ー

ル
車

等


土

の
う

、
敷

板
、

保
安

設
備
（

分
離

用
コ

ー
ン

、
バ

リ
ケ
ー

ド
等

）

（
４
）

対
応

イ
メ

ー
ジ

（
２
）

啓
開

作
業

に
あ

た
っ
て

の
留

意
点


橋

全
体

の
異

常
に

つ
い

て
可
能

な
限

り
点

検
す

る
。


道

路
管

理
者

は
、

被
災

状
況
を

確
認

し
た

上
で

、
橋

梁
の
安

全
性

に
つ

い
て

判
定

し
、
通

行
規

制
や

緊
急

措
置

等
の

必
要
性

を
判

断
す

る
。


緊

急
措

置
で

の
対

応
が

可
能
な

場
合

、
橋

台
背

面
や

桁
端
（

橋
台

、
橋

脚
上

）
の

路
面
段

差
部

に
土

の
う

を
投

入
し

て
段
差

を
解

消
、

必
要

に
応

じ
て
敷

鉄
板

で
走

行
面

を
確

保
す
る

。

東
日
本
大

震
災
時

の
緊
急

復
旧
状

況

被
災
直

後

緊
急
復

旧
後

出
典
：
NE
XC
O東

日
本
資
料

基
本

的
な
考

え
方

具
体

的
な
啓

開
手

順
等

３
．
道
路
啓
開
の
手
順

3

-53-



２
）
瓦

礫
等


緊

急
車

両
の

通
行

の
た

め
、

道
路

内
の

ガ
レ

キ
等

の
障

害
物

を
除

去
す

る
。

（
１
）

手
順

①
担
当

割
付

区
間

内
の

パ
ト
ロ

ー
ル

に
よ

る
被

災
状

況
の
確

認

②
資
機

材
基

地
等

へ
の

集
結

③
関
係

機
関

等
と

の
情

報
共
有

【
被

災
規

模
、

応
援

要
請
等

】

④
啓
開

ル
ー

ト
の

確
認

【
兵
庫

県
対

策
本

部
と

の
連

携
】

⑤
被
災

状
況

に
応

じ
た

災
害
協

定
業

者
の

班
編

制

⑥
啓
開

ル
ー

ト
内

に
お

け
る
啓

開
車

線
数

分
の

ガ
レ

キ
を
除

去

（
３
）

必
要

資
機

材


バ

ッ
ク

ホ
ウ

、
ブ

ル
ド

ー
ザ
、

ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ

ク
、

ユ
ニ
ッ

ク
車

、
パ

ト
ロ

ー
ル

車
等


保

安
設

備
（

分
離

用
コ

ー
ン
、

バ
リ

ケ
ー

ド
等

）

（
４
）

対
応

イ
メ

ー
ジ

（
２
）

啓
開

作
業

に
あ

た
っ
て

の
留

意
点


遺

体
・

貴
重

品
及

び
危

険
物
等

を
確

認
し

た
場

合
に

つ
い
て

は
、

関
係

機
関

と
調

整
し
な

が
ら

作
業

を
実

施
す

る
。


倒

壊
電

柱
が

あ
る

場
合

は
、
電

力
会

社
に

連
絡

し
、

停
電
を

確
認

後
に

電
力

会
社

と
連
携

し
て

除
去

作
業

を
実

施
す

る
。


ガ

レ
キ

の
仮

置
き

場
が

決
ま
っ

て
い

る
場

合
、

ダ
ン

プ
ト
ラ

ッ
ク

で
ガ

レ
キ

を
搬

出
す
る

。
な

お
、

仮
置

き
場

が
決

ま
っ
て

い
な

い
場

合
、

道
路

脇
へ
の

ガ
レ

キ
の

山
積

に
よ

り
車
線

を
確

保
す

る
。

出
典
：
震
災
伝
承
館
（
東
北
地
方
整
備
局
HP
）

啓
開
前

啓
開
後

道
路
啓
開

状
況
（

岩
手
県

宮
古
市

田
老
地

区
）

基
本

的
な
考

え
方

具
体

的
な
啓

開
手

順
等

３
．
道
路
啓
開
の
手
順

4
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３
）
放

置
車

両
等


緊

急
車

両
の

通
行

の
た

め
、

道
路

内
の

放
置

車
両

等
の

障
害

物
を

移
動

す
る

。

（
１
）

手
順

①
担
当

割
付

区
間

内
の

パ
ト
ロ

ー
ル

に
よ

る
被

災
状

況
の
確

認

②
資
機

材
基

地
等

へ
の

集
結

③
関
係

機
関

等
と

の
情

報
共
有

【
被

災
規

模
、

応
援

要
請
等

】

④
啓
開

ル
ー

ト
の

確
認

【
兵
庫

県
対

策
本

部
と

の
連

携
】

⑤
被
災

状
況

に
応

じ
た

災
害
協

定
業

者
の

班
編

制

⑥
啓
開
ル
ー
ト
内
に
お
け
る
啓
開
車
線
数
分
の
路
上
車
両
(立

ち
往
生
車
両
、
放
置
車
両
等
)を

移
動

（
３
）

必
要

資
機

材


レ

ッ
カ

ー
車

、
ホ

イ
ー

ル
ロ
ー

ダ
、

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
、
ユ

ニ
ッ

ク
車

、
パ

ト
ロ

ー
ル
車

等


保

安
設

備
（

分
離

用
コ

ー
ン
、

バ
リ

ケ
ー

ド
等

）

（
４
）

対
応

イ
メ

ー
ジ

（
２
）

啓
開

作
業

に
あ

た
っ
て

の
留

意
点


道

路
管

理
者

は
、

災
害

応
急
対

策
の

実
施

に
著

し
い

お
そ
れ

が
あ

り
、

か
つ

緊
急

の
必
要

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
場

合
は
、

そ
の

管
理

す
る

道
路

の
区
間

を
指

定
し

、
立

ち
往

生
車
両

等
の

所
有

者
に

対
し

、
当

該
車
両

を
道

路
外

へ
移

動
す

る
こ
と

を
命

令
す

る
こ

と
が

で
き
る

。


道

路
管

理
者

は
、

指
定

し
た
区

間
内

に
在

る
者

に
対

し
、
そ

の
旨

を
周

知
す

る
措

置
（
道

路
情

報
板

、
ラ

ジ
オ

の
活

用
等
）

を
と

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。


道

路
管

理
者

は
、

現
地

状
況
を

鑑
み

た
う

え
で

、
立

ち
往
生

車
両

や
放

置
車

両
に

対
し
て

、
自

ら
当

該
車

両
の

移
動

を
行
う

こ
と

が
で

き
る

。

出
典
：
近
畿
地
方
整
備
局
資
料

放
置
車
両

移
動
訓

練
状
況

※
災
害
対
策
基
本
法
第
76
条
に
準
拠
し
て
実
施

基
本

的
な
考

え
方

具
体

的
な
啓

開
手

順
等

３
．
道
路
啓
開
の
手
順

5
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４
）
土

砂


緊

急
車

両
の

通
行

の
た

め
、

道
路

上
の

崩
壊

土
砂

や
落

石
等

を
除

去
す

る
。

（
１
）

手
順

①
担
当

割
付

区
間

内
の

パ
ト
ロ

ー
ル

に
よ

る
被

災
状

況
の
確

認

②
資
機

材
基

地
等

へ
の

集
結

③
関
係

機
関

等
と

の
情

報
共
有

【
被

災
規

模
、

応
援

要
請
等

】

④
啓
開

ル
ー

ト
の

確
認

【
兵
庫

県
対

策
本

部
と

の
連

携
】

⑤
被
災

状
況

に
応

じ
た

災
害
協

定
業

者
の

班
編

制

⑥
啓
開

ル
ー

ト
内

に
お

け
る
啓

開
車

線
数

分
の

土
砂

等
を
除

去

（
３
）

必
要

資
機

材


バ

ッ
ク

ホ
ウ

、
ブ

ル
ド

ー
ザ
、

ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ

ク
、

ユ
ニ
ッ

ク
車

、
パ

ト
ロ

ー
ル

車
等


保

安
設

備
（

分
離

用
コ

ー
ン
、

バ
リ

ケ
ー

ド
、

大
型

土
の
う

等
）

（
４
）

対
応

イ
メ

ー
ジ

（
２
）

啓
開

作
業

に
あ

た
っ
て

の
留

意
点


遺

体
・

貴
重

品
及

び
危

険
物
等

を
確

認
し

た
場

合
に

つ
い
て

は
、

関
係

機
関

と
調

整
し
な

が
ら

作
業

を
実

施
す

る
。


あ

ら
か

じ
め

避
難

場
所

と
避
難

手
段

を
確

保
し

、
余

震
が
発

生
し

た
ら

作
業

を
中

断
し
、

す
ぐ

避
難

で
き

る
よ

う
に

す
る
。

不
安

定
土

塊
が

残
っ

て
い
る

場
合

は
、

特
に

注
意

が
必
要

で
あ

る
。

出
典
：
能
登
半
島
地
震

新
潟
県
中
越
沖
地
震

北
陸
地
方
整
備
局
の
取
り
組
み
と
地
域
支
援
（
北
陸
地
方
整
備
局
）

道
路
啓
開

状
況
（

新
潟
県

上
越
市

長
浜
）

基
本

的
な
考

え
方

具
体

的
な
啓

開
手

順
等

３
．
道
路
啓
開
の
手
順

6

啓
開
前

啓
開
後
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４
．
必
要
人
員
・資

機
材
、
燃
料
等
の
備
蓄
・調

達
計
画

7

（
１
）
被

災
想

定
量

の
算

出


道
路
啓
開
時
間
、
調
達
が
必
要
な
資

機
材
量

算
出
の

根
拠
と
し
て
各

被
災
の

想
定
量

を
算

出
す
る
。

想
定

項
目

想
定

内
容

必
要

資
料

①
橋
梁
段
差

【液
状
化
に
よ
る
橋
台
背
面
盛
土
の
沈
下
】

・南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
液
状
化
に
よ
る
橋
台
背

面
盛
土
の
沈
下
（段

差
に
よ
る
通
行
障
害
等
）を

想
定
し
算
出
す
る
。

・
液
状
化
分
布

【支
承
部
の
損
傷
に
よ
る
上
部
構
造
の
沈
下
】

・南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
橋
梁
支
承

部
の
損
傷
に
よ
る
上
部
構
造
の
沈
下
（路

面
段

差
に
よ
る
通
行
障
害
等
）を

想
定
し
算
出
す
る
。

・
橋
梁
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

・
震
度
分
布

②
瓦
礫
等

【
津
波
浸
水
被
害
（
泥
土
）
】

・兵
庫
県
が
公
表
し
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
よ
る
津
波
浸
水
想
定
区
域
を
基
に
、
浸
水
被

害
の
規
模
を
想
定
し
算
出
す
る
。

・津
波
浸
水
深
分
布

【沿
道
施
設
被
害
】

・南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
沿
道
施
設
の
倒
壊

の
被
害
（沿

道
の
建
物
・電

柱
の
倒
壊
等
）を

想
定
し
算
出
す
る
。

・
D
ID
人
口
集
中
地
区
、

土
地
利
用
情
報

・無
電
柱
化
区
間
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４
．
必
要
人
員
・資

機
材
、
燃
料
等
の
備
蓄
・調

達
計
画

8

（
１
）
被

災
想

定
量

の
算

出


道
路
啓
開
時
間
、
調
達
が
必
要
な
資

機
材
量

算
出
の

根
拠
と
し
て
各

被
災
の

想
定
量

を
算

出
す
る
。

想
定

項
目

想
定

内
容

必
要

資
料

③
放
置
車
両
等

・南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
立
ち
往
生
車
両
と

放
置
車
両
の
台
数
を
想
定
し
算
出
す
る
。

・交
通
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ

④
土
砂

【落
石
や
自
然
斜
面
の
崩
壊
】

・南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
落
石
や
自
然
斜
面
に

よ
る
崩
壊
土
砂
量
を
想
定
し
算
出
す
る
。

・防
災
点
検
結
果

・
震
度
分
布
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
緊
急
輸
送
道
路
の
橋
梁
は
、
橋
梁
耐
震
補
強
３
箇
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
実
施
に
よ
り
、
落
橋
や
倒
壊
等
の
甚
大
な
災
害
を
防
止
す
る
耐
震
化
対
策

を
お
お
む
ね
完
了
し
て
お
り
、
甚
大
な
被
害
の
発
生
は
限
定
的
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。


想
定
さ
れ
る
被
災
は
、
液
状
化
に
よ
る
橋
台
背
面
盛
土
の
沈
下
に
伴
う
路
面
段
差
と
す
る
。
な
お
、
段
差
の
規
模
に
つ
い
て
は
他
地
域
で
の
検
討
事

例
や
東
日
本
大
震
災
で
の
実
績
例
等
を
踏
ま
え
、
10
cm

～
30
cm

の
段
差
を
想
定
す
る
。

４
．
必
要
人
員
・資

機
材
、
燃
料
等
の
備
蓄
・調

達
計
画

9

１
）
-
１

橋
梁

段
差

（
液

状
化

に
よ
る
橋

台
背

面
盛

土
の

沈
下

）

算
出

手
法

（
２
）
被

災
想

定
量

の
算

出
手

法

【
段
差

3
0
ｃ
ｍ
】

液
状
化
危
険
度

A
（
危
険
度
が
か
な
り
高
い
：P

L
≧

1
5
）の

範
囲
に
位
置
し
て
い
る
橋
梁

【
段
差

2
0
ｃ
ｍ
】

液
状
化
危
険
度

B
（
危
険
度
が
高
い
：
5
≦

P
L
＜

1
5）

の
範
囲
に
位
置
し
て
い
る
橋
梁

【
段
差

1
0
ｃ
ｍ
】

液
状
化
危
険
度

C
（
危
険
度
は
低
い
：
0
＜

P
L
＜

5
）の

範
囲
に
位
置
し
て
い
る
橋
梁

出
典
：
NE
XC
O東

日
本
資
料

主
要

拠
点

：
防

災
拠

点
：
広

域
防

災
拠

点
：
災

害
拠

点
病

院

道
路

啓
開

ル
ー
ト

：
基

幹
ル

ー
ト

（
○

：
IC
）

：
沿

岸
部

ル
ー
ト

液
状

化
危

険
度

：
P

L≧
15

：
5≦

P
L＜

15
：
0＜

P
L＜

5

：
橋

梁
段

差
に
よ
る

被
災

想
定

図
橋

梁
段

差
位

置
と
液

状
化

分
布

図

基
本

的
な
考

え
方

-59-




液
状
化
に
よ
る
橋
台
背
面
盛
土
の
沈
下
に
よ
る
段
差
と
同
様
に
、
緊
急
輸
送
道
路
の
橋
梁
は
、
甚
大
な
被
害
の
発
生
は
限
定
的
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。


想
定
さ
れ
る
被
災
は
、
橋
梁
支
承
部
（橋

台
、
橋
脚
）の

損
傷
に
よ
り
生
じ
る
路
面
段
差
と
す
る
。
緊
急
車
両
の
通
行
可
能
な
路
面
段
差
は
、
道
路
震
災

対
策
便
覧
（公

益
社
団
法
人
日
本
道
路
協
会
）を

参
考
に
10
cm

未
満
と
想
定
す
る
。
一
方
、
通
行
障
害
と
な
る
路
面
段
差
は
、
対
象
橋
梁
の
平
均
的
な

支
承
高
さ
（
支
承
部
の
損
傷
に
よ
り
そ
の
高
さ
分
沈
下
を
仮
定
）
と
等
価
と
し
て
、
既
往
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
き
段
差
30
cm

を
想
定
す
る
。

４
．
必
要
人
員
・資

機
材
、
燃
料
等
の
備
蓄
・調

達
計
画

10

１
）
-
２

橋
梁

段
差

（
支

承
部

の
損

傷
に
よ
る
上

部
構

造
の

沈
下

）

算
出

手
法

基
本

的
な
考

え
方

【
被
災

判
定

手
法

】
①

１
支

間
橋

梁
（

両
端

橋
台
単

純
橋

梁
）

は
レ

ベ
ル

２
地

震
動

の
耐

震
対

策
対
象

外

②
段
差

防
止

構
造

に
よ

り
支
承

部
の

損
傷

後
も

段
差

は
小

さ
く

緊
急

車
両

は
通
行

可
能

③
１
支

間
長

2
0
m程

度
の

短
い
橋

は
上

部
構

造
反

力
小
さ

く
、

支
承

高
が

低
い
（

1
0
cm
未
満

）
可

能
性

高
く

、
支

承
が

損
傷

し
て
も

段
差

は
小

さ
く

緊
急

車
両

は
通

行
可

能

④
上
記

の
橋

梁
デ

ー
タ

ベ
ー
ス

で
絞

ら
れ

た
対

象
橋

梁
に

つ
い

て
、

支
承

部
の
耐

震
対

策
の

実
施

有
無

を
個

別
に

確
認

【
通
行

に
支

障
す

る
路

面
段
差

の
想

定
】

✓
対
象

橋
梁

デ
ー

タ
か

ら
平
均

的
な

支
間

長
を

3
0
m
強
と

想
定

。
✓

既
往

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
基
づ

く
支

間
長

～
支

承
種

別
・

鉛
直

反
力

の
関

係
か
ら

代
表

的
な

支
承

種
別

（
支

承
板

支
承

）
と

そ
の
平

均
的

反
力

（
2
0
0t
f
程
度

）
を

想
定

。
✓

支
承

種
別

と
鉛

直
反

力
か
ら

支
承

高
さ

を
安

全
側

に
30
c
mと

し
、

こ
れ

を
段
差

量
と

想
定

。
図

橋
梁

支
承

部
損

傷
に
よ
る
路

面
段

差
の

判
定

フ
ロ
ー

①
１
支

間
（
両

端
橋

台
）
橋

梁
か

対
象

地
域

内
で
震

度
５
強

以
上

が
想

定
さ
れ

る
橋

梁

②
段

差
防

止
構

造
は

設
置

さ
れ

て
い
る
か

③
１
支

間
長

20
ｍ
未

満
か

（
≒

支
承

高
10

cm
未

満
程

度
相

当
）

N
O

N
O

N
O

④
支

承
部

の
耐

震
対

策
済

み
か

N
O

通
行

支
障

あ
り

橋
と
し
て
の

機
能

確
保

支
承

段
差

10
cm

未
満

通
行

可
能

通
行

可
能

支
承

段
差

10
cm

未
満

支
承

段
差

10
cm

未
満

Y
E

S

Y
E

S

Y
E

S

Y
E

S

（
２
）
被

災
想

定
量

の
算

出
手

法
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
兵
庫
県
が
公
表
し
て
い
る
「
津
波
浸
水
想
定
区
域
（
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
（
L
2
津
波
）
）
」
と
「
兵
庫
県

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
津
波
被
害
想
定
」
の
「
津
波

堆
積
物
量
」を

も
と
に
、
道
路
啓
開
の
対
象
と
な
る
道
路
に
お
い
て
、
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
の
規
模
を
想
定
し
算
出
す
る
。

４
．
必
要
人
員
・資

機
材
、
燃
料
等
の
備
蓄
・調

達
計
画

11

２
）
-
１

瓦
礫

等
（
津

波
浸

水
被

害
（
泥

土
）
）

・
兵

庫
県
が

公
表
し

て
い
る
津

波
浸

水
想

定
区
域

と
対
象
道

路
を

平
面

図
(
GI
S
)
に
整
理

し
、

対
象

道
路
の

浸
水
の
有

無
を

算
出

す
る
。

・
算

出
さ
れ

た
津
波

浸
水
区
間

に
お

い
て

発
生
す

る
津
波
堆

積
物

を
瓦

礫
量
と

し
て
算
出

す
る

。

図
対

象
道

路
と
津

波
浸

水
想

定
区

域
図

算
出

手
法

津
波
浸

水
被

害
（

泥
土
）


被

災
規

模
は

、
市

区
別

津
波
堆

積
物

発
生

量
が

津
波

浸
水
想

定
区

域
内

に
一

様
に

分
布

し
て

お
り
、

啓
開

道
路

（
津

波
浸

水
区
間

）
上

に
対

し
て

も
津

波
堆

積
物

が
同
様

に
発

生
す

る
と

想
定

し
算
出

【
算
出

手
法

】

津
波

浸
水

区
間
に
お

い
て
発

生
す

る
津

波
堆

積
物

（
t）

=

市
区
別

津
波

堆
積

物
発
生

量
※

1
（

t）
／
市

区
の

浸
水
面

積
（

k
m
2
）

×
浸
水

道
路

面
積

※
2
(
k
m2
)

※
1：

兵
庫
県
被
害
想
定
に
お
け
る
津
波
堆
積
物
発
生
量
の
最
大
値

※
2：

浸
水
区
間
延
長
×
必
要
啓
開
車
線
数
（
複
数
車
線
：
上
下
各
1車

線
、
2車

線
以
下
：
1車

線
）
×

4m

主
要

拠
点

：
防

災
拠

点
：
広

域
防

災
拠

点
：
災

害
拠

点
病

院

道
路

啓
開

ル
ー
ト

：
基

幹
ル

ー
ト

（
○

：
IC
）

：
沿

岸
部

ル
ー
ト

：
津

波
浸

水
想

定
区

域

：
う
ち
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯

※

※
兵

庫
県

南
海

ト
ラ
フ
巨

大
地

震
津

波
被

害
想

定
（
兵

庫
県

H
2
6
.6
）

（
２
）
被

災
想

定
量

の
算

出
手

法

基
本

的
な
考

え
方

-61-




兵
庫
県
が
公
表
し
て
い
る
兵
庫
県
被
害
想
定
「災

害
廃
棄
物
量
」を

も
と
に
、
道
路
啓
開
の
対
象
と
な
る
路
線
に
お
け
る
倒
壊
に
よ
る
「災

害
廃
棄
物

量
」と

「
電
柱
の
倒
壊
」の

発
生
量
に
つ
い
て
想
定
し
算
出
す
る
。

４
．
必
要
人
員
・資

機
材
、
燃
料
等
の
備
蓄
・調

達
計
画

12

２
）
-
２

瓦
礫

等
（
沿

道
施

設
被

害
）

・
被

害
規
模

は
、
兵

庫
県
が
公

表
し

て
い

る
被
害

想
定
結
果

を
活

用
す

る
。

図
災
害
廃
棄
物
の
発
生
イ
メ
ー
ジ

算
出

手
法

市
街
地

D
I
D地

区 海
域

対
象
道
路

啓
開

幅
員
4
m

災
害

廃
棄
物

②
電
柱

の
倒

壊


無

電
柱

化
の

整
備

が
実

施
さ
れ

て
い

な
い

、
液

状
化

危
険
度

A
ま
た

は
B
の
区

間
の

電
柱

が
倒
壊

す
る

と
想

定


電

柱
の

設
置

間
隔

に
つ

い
て
は

、
以

下
原

単
位

を
想

定

DI
D
地
区

：
3
5
m、

市
街
地

：
45
m
、
非

市
街

地
：

5
0m


阪

神
淡

路
大

震
災

に
お

け
る
被

害
実

績
を

基
に

し
た

以
下
の

電
柱

倒
壊

率
を

適
用

※

震
度

7：
6
.7
%
、
震

度
6強

・
6弱

：
0
.
5
%、

震
度

5強
以

下
：

0
%

※
出
典

:地
震
に
強
い
電
気
設
備
の
た
め
に
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
編
）

①
災
害

廃
棄

物


被

災
規

模
は

、
市

区
別

災
害
廃

棄
物

発
生

量
が

住
宅

エ
リ
ア

に
一

様
に

分
布

し
て

お
り
、

啓
開
道

路
上

に
対

し
て

も
災
害

廃
棄

物
が

同
様

に
発

生
す
る

と
想

定
し

算
出


た

だ
し

、
浸

水
区

域
外

に
つ
い

て
は

車
線

が
複

数
存

在
す
る

場
合

、
上

下
各

１
車

線
は

確
保
で

き
る

と
想

定
し

除
外

【
算
出

手
法

】

啓
開

道
路

上
に

発
生

す
る
災

害
廃

棄
物

量
（

t
）
=

市
区
別

災
害

廃
棄

物
発
生

量
※

1
（

t）
／
市

区
の

可
住
地

面
積

※
2
(
k
m
2
 
）

×
啓
開

道
路

面
積

※
3
(
k
m2
)

※
1：

兵
庫
県
被
害
想
定
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
発
生
量
の
最
大
値

※
2：

市
区
総
面
積
か
ら
林
野
面
積
と
主
要
湖
沼
面
積
を
差
し
引
い
た
面
積

※
3：

啓
開
区
間
延
長
×
必
要
啓
開
車
線
数
(複

数
車
線
：
上
下
各

1車
線
、
2車

線
以
下
：

1車
線
)×

4m

非
市
街
地

（
２
）
被

災
想

定
量

の
算

出
手

法

基
本

的
な
考

え
方
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放
置
車

両
等

の
移

動


津

波
浸

水
区

域
外

に
つ

い
て
は

、
車

両
台

数
の

う
ち

6
 割

は
、
「

自
走

可
で

、
誘

導
に
よ

り
自
ら

移
動

が
可

能
な

車
両
」

と
想

定
し

、
残

り
4 
割
を
啓

開
対

象
と

想
定

し
算

出


津

波
浸

水
区

域
内

に
つ

い
て
は

、
自

走
で

き
る

車
両

は
無
い

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
す
べ

て
の
車

両
を

啓
開

対
象

と
想
定

し
算

出

【
算
出

手
法

】

・
啓
開

対
象

は
、

路
上

車
両
台

数
の

う
ち

、
必

要
啓

開
車
線

数
（

多
車

線
：

上
下

各
1車

線
、

2
車

線
以

下
：

1
車
線

）
分

と
す
る

。


南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
立
ち
往
生
車
両
と
放
置
車
両
の
台
数
を
想
定
し
算
出
す
る
。


発
災
時
の
路
上
車
両
数
は
、
H
27
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ
の
ピ
ー
ク
時
間
交
通
量
と
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度
か
ら
交
通
密
度
を
求
め
、
区
間
延

長
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
算
出
す
る
。

４
．
必
要
人
員
・資

機
材
、
燃
料
等
の
備
蓄
・調

達
計
画

13

３
）

放
置

車
両

等

表
発

災
後

の
車

両
割

合

対
象

割
合

立
ち
往

生
車

両
６
割

放
置

車
両

３
割

そ
の

他
１
割

※
関
東
地
方
整
備
局
想
定
割
合

※
そ
の
他
は
被
災
し
て
移
動
不
能
と
な
っ
た
車
両
等

路
上
車
両

台
数

(台
)＝

×
区

間
延
長

(
km
)

ピ
ー
ク
時

間
交
通

量
(
台
/
h
)

混
雑
時
平

均
旅
行

速
度

(k
m
/h
)

写
真

放
置

車
両

等
イ
メ
ー
ジ

出
典

：
首

都
直

下
地

震
道

路
啓

開
計

画
（
初

版
）
H
2
7
.2

算
出

手
法

放
置

車
両
等

発
生
区
間

津
波
浸
水

区
域

津
波
浸
水

区
域

図
放
置
車
両
等
の
発
生
区
間
イ
メ
ー
ジ

津
波
浸
水

区
域
外

津
波
浸
水

区
域
外

対
象
道
路

6
 割

：
自
走
可
能
な
車
両

4
 割

：
自
走
不
可
な
車
両

1
0 
割
：
自
走
不
可
な
車
両

（
２
）
被

災
想

定
量

の
算

出
手

法

基
本

的
な
考

え
方
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
落
石
や
自
然
斜
面
の
崩
壊
等
に
つ
い
て
対
策
が
必
要
な
点
検
箇
所
を
対
象
と
し
、
震
度
6弱

以
上
で
崩
壊
す
る
も
の
と
想
定
し
算
出
す
る
。

４
．
必
要
人
員
・資

機
材
、
燃
料
等
の
備
蓄
・調

達
計
画

14

４
）

土
砂

（
落

石
や

自
然

斜
面

の
崩

壊
）

算
出

手
法

対
象
：国

土
交
通
省
と
兵
庫
県
が
作
成
し
て
い
る
「道

路
防
災
総
点
検
結
果
」を

も
と
に
落
石
や
自
然
斜
面
の
崩
壊
等
に
つ
い
て
「要

対
策
」

と
評
価
さ
れ
て
い
る
箇
所
と
す
る
。

被
害
規
模
：収

集
し
た
点
検
調
書
に
お
け
る
想
定
流
出
土
砂
量
を
適
用
す
る
。

な
お
、
想
定
流
出
土
砂
量
が
不
明
な
場
合
は
、
収
集
し
た
点
検
調
書
に
お
け
る
想
定
流
出
土
砂
量
を
も
と
に
、
1箇

所
あ
た
り
の
平
均
想
定

流
出
土
砂
量
を
算
出
し
、
こ
の
原
単
位
を
適
用
す
る
。
（＝

想
定
被
災
箇
所
×
1箇

所
あ
た
り
の
平
均
想
定
流
出
土
砂
量
）

１
）

２
）

図
想
定
崩
壊
土
量
の
発
生
お
よ
び
撤
去
イ
メ
ー
ジ

（
２
）
被

災
想

定
量

の
算

出
手

法

基
本

的
な
考

え
方
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
道

路
管

理
者

、
災

害
協

定
業

者
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事

業
者

が
行

う
道

路
啓

開
と
並

行
し
、
人

命
救

助
等

を
警

察
、
消

防
、
自
衛
隊
が
実
施

５
．
関
係
機
関
の
役
割
分
担

道
路
管

理
者

（
災

害
協

定
業

者
）

警
察

消
防

陸
上

自
衛

隊

主
な
役

割
●
パ

ト
ロ
ー
ル

●
放

置
車

両
の

移
動
・
撤

去
●

ガ
レ
キ
除

去

●
人

命
救

助
●

放
置

車
両

の
移

動
・
撤

去
●

人
命

救
助

●
人

命
救

助
（
災

害
派

遣
：
警

察
・
消

防
の

権
限
の

一
部

行
使

）

１
．
道

路
パ

ト
ロ
ー
ル

①
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
る
被

災
状

況
確

認
②

要
救

助
者

の
発

見
、
関
係

機
関

に
通

報

③
通

報
を
受

け
現

地
に
出

動
③

通
報
を
受
け
現
地

に
出

動
③

通
報

を
受

け
現

地
に
出

動

⑤
病

院
に
救

急
搬

送

⑦
搬

送

４
．
放

置
車

両
の

移
動

・
撤

去

⑧
放

置
車

両
の

移
動
・
撤

去
（
災

害
対

策
基

本
法

第
7
6
条

の
6
）

⑧
放

置
車
両

の
移

動
・
撤

去
（
災
害

対
策

基
本

法
第

7
6
条

の
3
）

５
．
ガ
レ
キ
の

撤
去

⑨
対

象
車

線
の
ガ
レ
キ
の

撤
去

役
割

状
況

模
式

図

２
．
人

命
救

助

④
ガ
レ
キ
内
の

捜
索

、
救

助
、
蘇

生
活

動
（
協
働

作
業

）

⑥
ガ
レ
キ
内

か
ら
の

搬
出

（
協

働
作

業
）

３
．
心

肺
停

止
状

態
の

方
の

搬
送

15
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資料-９ 

 

南海トラフ巨大地震等災害発生時の緊急輸送道路等確保ワーキング 

第３回ワーキング承認事項 

 

●兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案） 

 

 １．前提条件 

・「本計画の位置づけ」における高速道路管理者等の関連計画に「本州四国連絡

高速道路株式会社 防災業務計画、ＢＣＰ」を追加する。 

 

 ２．基本的な考え方   

・「道路啓開の作業要領」に「橋梁段差（支承部の損傷による上部構造の沈下）」

と「土砂（落石や自然斜面の崩壊）」の２つの被災想定を追加する。 

・「主要拠点の選定の考え方」における拠点分類について、既設定の「防災拠点、

広域防災拠点、災害拠点病院」の３分類に加えて、新たに、「その他応急復旧

活動に必要な施設等」として、各市地域防災計画に定められた地域防災拠点及

び災害対応病院、各種作業の指揮命令の中心的な役割を担う災害対策拠点及び

救助活動拠点、淡路島の孤立対策を考慮したヘリポートの５分類を設定し、計

８分類とする。 

 

 ３．啓開ルート計画 

  １）主要拠点の選定   

・既設定３分類のうち、防災拠点について、運用終了となっている神戸ヘリポー

トを削除する。 

 （防災拠点１１箇所、広域防災拠点６箇所、災害拠点病院８箇所、計２５箇所）

・神戸港及び尼崎西宮芦屋港は拠点位置の明確化のため地区による設定を追加す

る。 

・その他応急復旧活動に必要な施設等として設定した５分類について、地域防災

拠点２３箇所、災害対応病院８箇所、災害対策拠点１５箇所、救助活動拠点７

箇所、ヘリポート２１箇所、計７４箇所を選定する。 

 

  ２）啓開ルートの選定 

・沿岸部ルートのゼロメートル地帯の迂回路について、国道１７１号単独ルート

から、山手幹線等を利用したルートに変更する。 

・新たに、沿岸部への進出ルートとして、緊急輸送道路ネットワーク計画に位置

づけられた２３路線を選定する。 
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資料-９ 

 

 ４．情報収集・連絡・連携 

  １）指示連絡系統 

・各機関が建設業団体と締結している災害協定における連絡体制を基本とした指

示連絡系統とする。 

・大規模災害時の体制強化のために、兵庫県県土整備部道路局に各機関から道路

専属のリエゾンを派遣する計画とする。 

 

 ５．啓開作業計画 

  １）発災時の行動計画 

・各機関が目標時間内に取るべき行動をタイムラインにとりまとめる。 

 

  ２）道路啓開の作業要領 

・想定被災は、以下のとおりとする。 

  ①橋梁段差（液状化による橋台背面盛土の沈下、支承部の損傷による上部構

造の沈下） 

  ②瓦礫等（津波浸水被害（泥土）、沿道施設被害） 

  ③放置車両等 

  ④土砂（落石や自然斜面の崩壊） 

 

  ３）道路啓開の手順 

・想定被災毎に、具体的な啓開の手順、啓開作業における留意点、必要資機材を

とりまとめる。 

 

  ４）被災想定量の算定方法 

・各想定被害について、主には公表データを用いた簡便な算定方法を設定する。

 

  ５）関係機関の役割分担 

・道路啓開と同時に並行して行われる人命救助等の各種作業との役割分担を整理

する。 

 

                                    以上 
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

兵
庫
県
阪
神
淡
路
地
域
道
路
啓
開
計
画
（
案
）

今
後
の
検
討
事
項
（
案
）

平
成
３
１

年
１
月

ワ
ー
キ
ン

グ
事
務
局

資
料

-
１

０

兵
庫

県
緊

急
輸

送
道
路

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

計
画
等
策
定
協

議
会

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地
震

等
災
害

発
生
時

の
緊
急

輸
送
道

路
等
確

保
ワ
ー

キ
ン
グ
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１
．
今
後
の
検
討
に
向
け
て

検
討

項
目

検
討

方
針

1
.啓

開
ル

ー
ト

計
画

・
主

要
拠

点
の

選
定

（
ゼ

ロ
メ

ー
ト

ル
地

帯
の

排
水

作
業

箇
所

等
）

別
途

検
討

中
の

排
水

ポ
ン

プ
車

等
の

災
害

対
策

用
機

械
の

運
用

計
画

と
整

合
を

図
り

、
浸

水
地

域
の

う
ち

ゼ
ロ

メ
ー

ト
ル

地
帯

（
尼

崎
市

、
西

宮
市

）
の

排
水

作
業

箇
所

等
を

選
定

・
主

要
拠

点
へ

の
進

出
ル

ー
ト

の
選

定
関

係
機

関
へ

の
意

見
照

会
や

被
害

想
定

に
基

づ
く
啓

開
時

間
等

を
考

慮
し

た
「
主

要
拠

点
へ

の
進

出
ル

ー
ト

」
の

選
定

2
.情

報
収

集
・

連
絡

・
連

携
・

情
報

収
集

・
連

絡
手

段
の

確
保

及
び

運
用

方
法

情
報

収
集

の
方

法
及

び
関

係
機

関
間

で
の

共
有

方
法

（
連

絡
通

信
手

段
含

む
）
に

つ
い

て
検

討

3
.啓

開
作

業
計

画

・
被

災
想

定
量

の
算

出
想

定
手

法
に

基
づ

く
橋

梁
や

土
砂

災
害

等
の

被
災

量
を

想
定

し
て

啓
開

作
業

量
を

算
出

・
必

要
人

員
・
資

機
材

、
燃

料
等

の
備

蓄
・
調

達
計

画
被

害
想

定
に

基
づ

く
必

要
人

員
・
資

機
材

の
算

出
、

資
機

材
ス

ト
ッ

ク
の

把
握

等

・
道

路
啓

開
の

担
当

割
付

各
啓

開
ル

ー
ト

に
対

し
、

道
路

啓
開

作
業

を
行

う
建

設
業

者
の

担
当

割
付

を
計

画

1


第

３
回

ワ
ー

キ
ン

グ
で

承
認

さ
れ

た
内

容
に

基
づ

い
て

、
下

記
の

検
討

を
行

う
。
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２
．
啓

開
ル
ー
ト
計

画

2

○
主

要
拠

点
の

選
定

＜
そ

の
他

応
急

復
旧

活
動

に
必

要
な

施
設

等
（
ゼ

ロ
メ

ー
ト

ル
地

帯
の

排
水

作
業

箇
所

等
）
＞


別

途
検

討
中

の
排

水
ポ

ン
プ

車
等

の
災

害
対

策
用

機
械

の
運

用
計

画
と

整
合

を
図

り
、

浸
水

地
域

の
う

ち
ゼ

ロ
メ

ー
ト

ル
地

帯
（
尼

崎
市

、
西

宮
市

）
の

排
水

作
業

箇
所

等
を

選
定

す
る

。

浸
水

域
ゼ

ロ
メ

ー
ト

ル
地

帯
基

幹
ル

ー
ト

（
○

：
IC

）
沿

岸
部

ル
ー

ト

2

4
3

1
7

1
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２
．
啓

開
ル
ー
ト
計

画

3

○
主

要
拠

点
へ

の
進

出
ル

ー
ト

の
選

定

＜
選

定
の

観
点

＞
①

目
的

地
（
主

要
拠

点
）
ま

で
の

ア
ク

セ
ス

が
容

易
で

あ
る

こ
と

②
啓

開
作

業
効

率
を

考
慮

し
、

幅
員

が
広

い
こ

と
、

浸
水

区
域

延
長

が
短

い
こ

と
、

住
居

等
の

連
坦

・
密

集
区

間
が

少
な

い
こ

と
、

橋
梁

が
少

な
い

こ
と

な
ど

③
浸

水
区

間
の

有
無

等
を

踏
ま

え
、

被
災

状
況

に
応

じ
て

啓
開

作
業

を
進

め
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
「
代

替
ル

ー
ト

」
を

設
定

④
ル

ー
ト

の
起

点
は

、
広

域
支

援
部

隊
の

受
援

を
考

慮
し

、
浸

水
地

域
外

に
位

置
す

る
高

速
自

動
車

道
・
自

動
車

専
用

道
路

の
IC

を
原

則

湊
川

IC

【
ル

ー
ト

の
設

定
】

啓
開

作
業

効
率

を
考

慮
し

、
幅

員
が

広
い

、
浸

水
区

域
延

長
が

短
い

、
住

居
等

の
連

坦
・
密

集
区

間
が

少
な

い
、

橋
梁

が
少

な
い

ル
ー

ト
を

選
定

⇒
啓

開
作

業
量

の
少

な
い

ル
ー

ト
①

を
選

定

【
起

点
の

ＩＣ
】

神
戸

港
へ

の
ル

ー
ト

の
起

点
は

、
主

要
拠

点
か

ら
近

く
、

安
全

性
が

確
保

で
き

る
阪

神
高

速
3
号

神
戸

線
湊

川
IC

を
設

定

神
戸

港

ル
ー

ト
①

啓
開

作
業

量
：
少

ル
ー

ト
②

啓
開

作
業

量
：
多

：
主

要
拠

点
：
進

出
ル

ー
ト

の
起

点


関

係
機

関
へ

の
意

見
照

会
や

被
害

想
定

に
基

づ
き

、
啓

開
時

間
等

を
考

慮
し

た
「
主

要
拠

点
へ

の
進

出
ル

ー
ト

」
を

選
定

す
る

。


基

幹
ル

ー
ト

・
沿

岸
部

ル
ー

ト
と

主
要

拠
点

を
結

ぶ
路

線
の

う
ち

、
緊

急
輸

送
ル

ー
ト

・
緊

急
輸

送
道

路
・
緊

急
交

通
路

事
前

指
定

路
線

の
い

ず
れ

か
に

指
定

さ
れ

て
い

る
路

線
か

ら
選

定
す

る
。
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
大

規
模

地
震

発
生

１
．

情
報

の
収

集

２
．

情
報

の
共

有


道

路
啓

開
の

実
施

・
安

否
確
認

・
参

集
※

1

・
道

路
啓
開

体
制
の

構
築

・
指

示
連
絡

体
制
の

確
認
、
連
絡

手
段
の

確
保

・
安

否
確
認

・
参

集
※

1

・
道

路
啓
開

体
制
の

構
築

・
指

示
連
絡

体
制
の

確
認
、
連
絡

手
段
の

確
保

・
被

災
状
況

把
握
：

ヘ
リ
や
C
CT
V
等

に
よ

る
被
災

状
況
の
把

握
・

被
災

調
査

：
道
路

の
通
行
可
能

有
無
や

被
害
状

況
の
調
査

・
被

災
調
査

の
結
果

整
理
及
び
報

告
・

(
道

路
啓

開
着
手

後
)
道
路
啓
開

状
況
の

把
握
、

整
理
及
び

報
告

・
被

災
状
況

把
握
：

ヘ
リ
や
C
CT
V
等

に
よ

る
被
災

状
況
の
把

握
・

被
災

調
査

：
道
路

の
通
行
可
能

有
無
や

被
害
状

況
の
調
査

・
被

災
調
査

の
結
果

整
理
及
び
報

告
・

(
道

路
啓

開
着
手

後
)
道
路
啓
開

状
況
の

把
握
、

整
理
及
び

報
告

・
被

災
状
況

や
被
災

規
模
、
被
災

箇
所
等

の
道
路

啓
開
に
必

要
な

情
報

の
共
有

・
(
道

路
啓

開
着
手

後
)
道
路
啓
開

状
況
の

共
有

・
被

災
状
況

や
被
災

規
模
、
被
災

箇
所
等

の
道
路

啓
開
に
必

要
な

情
報

の
共
有

・
(
道

路
啓

開
着
手

後
)
道
路
啓
開

状
況
の

共
有

・
2
4
時

間
、

4
8
時
間

、
7
2時

間
以

内
目

標
に

、
啓
開

ル
ー
ト

の
道

路
啓
開

を
完
了

・
2
4
時

間
、

4
8
時
間

、
7
2時

間
以

内
目

標
に

、
啓
開

ル
ー
ト

の
道

路
啓
開

を
完
了

※
１
：
兵
庫
県
災
害
対
策
本
部
の
設
置
基
準

①
兵
庫
県
内
で
震
度
５
強
以
上
の
地
震
を
観
測
し
た
と
き

②
兵
庫
県
内
で
震
度
５
弱
以
下
の
地
震
を
観
測
し
、
又
は
兵
庫
県
内
に
津

波
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
被
害
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
災
害

応
急
対
策
を
実
施
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

③
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
な
ど
、
兵
庫
県
内
に
大
規
模
な
津
波

の
発
生
が
予
想
さ
れ
、
災
害
応
急
対
策
に
備
え
る
た
め
特
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

④
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
９
条
に
基
づ
く
地
震
災
害
に
関
す
る

警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
、
兵
庫
県
内
の
地
域
に
も
か
な
り
の
震
度
が
予

想
さ
れ
、
災
害
応
急
対
策
に
備
え
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き

⑤
そ
の
他
、
不
測
の
事
態
等
に
よ
り
災
害
が
発
生
し
又
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

３
．

情
報

の
提

供
・

広
報

資
料

（
被
災

状
況
・
道
路

啓
開
状

況
、
通

れ
る
マ
ッ

プ
等

）
作

成
・

各
種

媒
体

を
用
い

て
情
報
提
供

・
広

報
資
料

（
被
災

状
況
・
道
路

啓
開
状

況
、
通

れ
る
マ
ッ

プ
等

）
作

成
・

各
種

媒
体

を
用
い

て
情
報
提
供


啓

開
ル

ー
ト

の
選

定


作
業

計
画

の
検

討

・
道

路
啓
開

状
況
の

報
告

・
道

路
啓
開

状
況
の

報
告

4

３
．
情

報
収

集
・
連

絡
・
連

携

（
１

）
道

路
啓

開
初

動
時

の
対

応
手

順


道

路
啓

開
初

動
時

の
対

応
手

順
と

情
報

の
流

れ
の

関
係

性
を

整
理

し
、

情
報

の
収

集
・
共

有
・
提

供
等

の
必

要
な

時
期

や

場
面

、
使

わ
れ

方
等

に
つ

い
て

取
り

ま
と

め
る

。
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5

１
．

道
路

の
通

行
の

可
否

・
参

集
時

に
お

け
る

道
路

の
通

行
状

況
・
進

出
時

等
に

お
け

る
道

路
の

通
行

状
況

・
道

路
啓

開
完

了
区

間

２
．

道
路

の
被

災
の

概
要

・
啓

開
ル

ー
ト

の
概

略
の

被
害

状
況

及
び

作
業

量
・
迂

回
路

の
有

無

３
．

道
路

啓
開

の
進

捗
状

況
・
道

路
啓

開
の

作
業

内
容

（
が

れ
き

撤
去

、
応

急
復

旧
等

）
・
道

路
啓

開
の

進
捗

状
況

（
啓

開
完

了
延

長
、

今
後

の
見

通
し

等
）

４
．

啓
開

体
制

の
確

認
（
業

者
及

び
資

機
材

の
状

況
等

）
・
啓

開
作

業
に

従
事

し
て

い
る

人
員

体
制

・
啓

開
資

機
材

の
過

不
足

５
．

道
路

管
理

者
以

外
か

ら
の

情
報

・
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（S
N
S含

む
）
、

地
域

住
民

・
道

路
利

用
者

か
ら

の
通

報

３
．
情

報
収

集
・
連

絡
・
連

携

（
２

）
情

報
の

収
集

（
把

握
す

べ
き

情
報

）


情

報
の

収
集

手
段

の
検

討
に

先
立

ち
、

必
要

な
情

報
項

目
に

つ
い

て
整

理
を

行
う

。
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6

３
．
情

報
収

集
・
連

絡
・
連

携

情
報
の
収
集
⽅
法

現
地
の
詳
細
な
情
報
の
収
集
可
能
性

情
報
収
集

可
能
組
織

備
考

道
路
被
災

状
況

迂
回
路
の

有
無

道
路
啓
開

状
況

ヘ
リ

×
×

×
•
道
路
管
理
者

被
災
の
全
体
像
が
把
握
可
能

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
SN
S等

）
×

×
×

•
道
路
管
理
者

広
域
的
・
局
地
的
な
被
災
情
報

（
情
報
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
可
能

性
）

CC
TV

△
※
1

×
△
※
1

•
道
路
管
理
者

パ
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
沿
岸
部

の
被
災
状
況
把
握
可
能

現
地
調
査

○
○

○
•
道
路
管
理
者

•
建
設
業
協
会

•
（
測
量
設
計

業
協
会
）

津
波
浸
⽔
区
域
内
は
警
報
解
除

ま
で
実
施
で
き
な
い
（
ド
ロ
ー

ン
活
⽤
に
よ
る
実
施
可
能
性
）

※
1）

た
だ
し
、
CC
TV
に
よ
り
カ
バ
ー
で
き
る
箇
所
に
お
い
て
把
握
可
能

（
２

）
情

報
の

収
集

（
収

集
方

法
と

現
地

情
報

の
収

集
可

能
性

）


各

種
情

報
収

集
方

法
に

つ
い

て
、

集
め

ら
れ

る
情

報
項

目
、

収
集

を
行

う
主

体
等

の
整

理
を

行
い

、
横

並
び

す
る

こ
と

に
よ

り
、

収
集

方
法

の
特

徴
や

適
・
不

適
等

の
比

較
を

行
う

。
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３
．
情

報
収

集
・
連

絡
・
連

携

7
出

典
：
国

土
交

通
省

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
対

策
計

画
近

畿
地

方
地

域
対

策
計

画
（
案

）
第

１
版

（
概

要
版

）
平

成
２

６
年

４
月

①
ヘ

リ
・
C

C
T
V

（
３

）
情

報
の

収
集


大

規
模

地
震

が
発

生
し

、
大

津
波

警
報

・
津

波
警

報
等

が
発

令
さ

れ
た

場
合

、
パ

ト
ロ

ー
ル

車
に

よ
る

沿
岸

部
の

パ
ト

ロ
ー

ル
が

で
き

な
い

た
め

、
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
や

沿
岸

部
の

Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ

カ
メ

ラ
に

よ
り

被
災

地
の

状
況

を
把

握
す

る
。
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３
．
情

報
収

集
・
連

絡
・
連

携

8

■
対

災
害

S
N

S
情

報
分

析
シ

ス
テ

ム
（
D

IS
A

A
N

A
）

tw
it
te

rの
投

稿
内

容
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
分

析
し

、
エ

リ
ア

を
指

定
す

る
こ

と
に

よ
り

、
災

害
に

関
す

る
問

題
・
ト

ラ
ブ

ル
を

自
動

的
に

抽
出

し
、

リ
ス

ト
形

式
又

は
地

図
形

式
で

表
示

＜
活

用
事

例
＞

・
内

閣
府

：
熊

本
地

震
（
H

28
.4

）
の

際
に

、
指

定
避

難
所

以
外

で
の

ニ
ー

ズ
把

握
等

に
活

用
・
大

分
県

：
阿

蘇
山

の
爆

発
的

噴
火

や
日

向
灘

を
震

源
と

す
る

地
震

（
H

2
8
.1

0
）
の

際
に

、
県

内
の

被
災

情
報

の
把

握
の

た
め

活
用

出
典

：
D

IS
A

A
N

A
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

■
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
か

ら
の

災
害

情
報

出
典

：
N

H
K
デ

ー
タ

放
送

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

出
典

：
東

日
本

大
震

災
報

道
：
N

H
K
の

初
動

か
ら

7
2
時

間
の

災
害

報
道

を
中

心
に

、
放

送
メ

デ
ィ

ア
研

究
N

o
.1

1
、

2
0
1
4

（
３

）
情

報
の

収
集

②
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

（
S
N

S
等

）


災

害
時

の
対

応
に

お
い

て
、

広
域

的
・
局

地
的

な
情

報
を

、
広

く
即

時
に

取
得

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

た
め

、
報

道
機

関
情

報

及
び

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（
S
N

S
等

）
に

よ
り

、
被

災
地

の
状

況
を

把
握

す
る

。
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３
．
情

報
収

集
・
連

絡
・
連

携

9

連
絡

・
連

携
対

象
基

本
代

替
将

来
像

①
本

部
レ

ベ
ル

の
連

携
災

害
時

優
先

電
話

、
Ｆ

Ａ
Ｘ

、
E

-m
ai

l、
対

面
（
リ

エ
ゾ

ン
派

遣
）

衛
星

電
話

衛
星

電
話

の
増

強

②
道

路
部

局
・
事

務
所

レ
ベ

ル
の

連
携

災
害

時
優

先
電

話
、

Ｆ
Ａ

Ｘ
、

E
-m

ai
l、

対
面

（
リ

エ
ゾ

ン
派

遣
）

衛
星

電
話

衛
星

電
話

の
増

強

③
地

域
拠

点
レ

ベ
ル

の
連

携
災

害
時

優
先

電
話

、
Ｆ

Ａ
Ｘ

、
E

-m
ai

l
衛

星
電

話
衛

星
電

話
、

S
N

S
、

デ
ジ

タ
ル

移
動

無
線

電
話

④
地

域
拠

点
と

啓
開

担
当

事
業

者
電

話
（
固

定
、

携
帯

）
、

Ｆ
Ａ

Ｘ
Ｓ

Ｍ
Ｓ

S
N

S
、

デ
ジ

タ
ル

移
動

無
線

電
話


情

報
伝

達
及

び
指

示
命

令
系

統
（
右

図
）
の

各
レ

ベ
ル

に
お

い
て

、
連

絡
手

段
を

検
討

す
る

。


現

時
点

で
の

現
実

的
な

連
絡

方
法

を
整

理
し

つ
つ

、
将

来
的

な
連

絡
手

段
に

つ
い

て
も

検
討

を
行

う
。

（
４

）
連

絡
・
連

携
① ② ③

④
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４
．
啓
開
作
業
計
画

10

４
．

１
被

災
想

定
量

の
算

出

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

国
道

２
号

国
道

２
８

号
国

道
４

３
号

国
道

１
７

１
号

橋梁段差発生数（箇所）

3
0
cm

段
差

2
0
cm

段
差

1
0
cm

段
差

0

5
0
0

1
,0
0
0

1
,5
0
0

2
,0
0
0

国
道

２
号

国
道

２
８

号
国

道
４

３
号

国
道

１
７

１
号

啓開車両台数（台）

啓
開

車
両

台
数

（
台

）

0123456789

1
0

国
道

２
号

国
道

２
８

号
国

道
４

３
号

国
道

１
７

１
号

電柱倒壊数(本)

電
柱

倒
壊

数

0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

5
,0
0
0

国
道

２
号

国
道

２
８

号
国

道
４

３
号

国
道

１
７

１
号

がれき量（m3）

津
波

堆
積

物
発

生
量

災
害

廃
棄

物
発

生
量

■
橋

梁
段

差
■

放
置

車
両

等

■
瓦

礫
等

道
路

啓
開

ル
ー

ト
：
基

幹
ル

ー
ト

：
沿

岸
部

ル
ー

ト

：
津

波
浸

水
想

定
区

域
：
う

ち
ゼ

ロ
メ

ー
ト

ル
地

帯
※

：
防

災
拠

点
：
広

域
防

災
拠

点
：
災

害
拠

点
病

院

■
橋

梁
段

差
に

よ
る

被
害

（
位

置
図

）

：
橋

梁
段

差
に

よ
る

被
害

想
定

（
沿

岸
部

ル
ー

ト
）

・
国

道
2
号

は
交

通
量

が
多

く
、

啓
開

延
長

も
長

い
た

め
、

他
の

路
線

に
比

べ
て

多
量

の
放

置
車

両
が

発
生

・
災

害
廃

棄
物

（
沿

道
の

建
物

、
電

柱
）
の

倒
壊

が
発

生
す

る
と

2
車

線
の

国
道

28
号

は
通

行
が

困
難

と
な

る
（
啓

開
が

必
要

）
・
他

の
路

線
は

、
概

ね
複

数
車

線
で

あ
る

た
め

路
線

を
確

保
で

き
通

行
可

能
（
啓

開
が

不
要

）

※
兵

庫
県

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
津

波
被

害
想

定
（
兵

庫
県

H
2
6
.6

）

イ
メ

ー
ジ


選

定
さ

れ
た

ル
ー

ト
に

つ
い

て
、

各
被

災
項

目
の

被
災

想
定

量
を

算
出

す
る

。
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
道

路
啓

開
を

迅
速

か
つ

効
率

的
に

行
う

た
め

に
は

、
被

災
状

況
に

応
じ

た
啓

開
能

力
を

確
保

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。


想

定
し

た
被

災
状

況
を

も
と

に
、

啓
開

作
業

に
必

要
と

な
る

人
員

や
資

機
材

量
を

考
慮

し
て

進
出

ル
ー

ト
別

に
啓

開
時

間
を

算
出

す
る

。

基
本

的
な

考
え

方

対
応

項
目

（
例

）

項
目

内
容

被
災

想
定

の
項

目

①
橋

梁
段

差
・土

の
う

で
車

輪
通

行
幅

の
段

差
を

解
消

す
る

こ
と

に
よ

り
啓

開
す

る
。

・橋
梁

被
害

②
瓦

礫
等

・バ
ッ

ク
ホ

ウ
等

で
道

路
脇

へ
除

去
す

る
こ

と
に

よ
り

啓
開

す
る

。
・津

波
浸

水
被

害
、

落
石

や
自

然
斜

面
の

崩
壊

、

沿
道

施
設

の
崩

壊

③
放

置
車

両
等

・立
ち

往
生

車
両

、
放

置
車

両
等

は
、

大
型

レ
ッ

カ
ー

、
ホ

イ
ー

ル
ロ

ー
ダ

等

に
よ

り
移

動
さ

せ
る

・立
ち

往
生

車
両

と
放

置
車

両

そ
の

他
・
上

記
以

外
に

も
大

規
模

被
災

の
可

能
性

は
あ

る
が

、
緊

急
を

要
す

る
道

路
啓

開
作

業
で

は
、

多
大

な
時

間
を

要
す

る
対

応
を

回
避

す
る

た
め

、
想

定
の

対
象

と
し

な
い

。
（た

だ
し

、
大

規
模

被
災

が
想

定
さ

れ
る

箇
所

を
把

握
し

て
お

く
こ

と
は

重
要

で
あ

る
。

）

・ま
た

、
実

際
の

被
災

は
本

想
定

と
異

な
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
実

際
の

被
災

に
応

じ
て

臨
機

応
変

に
対

応
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・長
期

浸
水

箇
所

に
つ

い
て

は
、

応
急

復
旧

期
で

の
対

応
を

想
定

４
．

２
必

要
人

員
・
資

機
材

、
燃

料
等

の
備

蓄
・
調

達
計

画
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．
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４
．

２
必

要
人

員
・
資

機
材

、
燃

料
等

の
備

蓄
・
調

達
計

画


橋

梁
段

差
に

つ
い

て
は

、
土

の
う

で
車

輪
通

行
幅

（
1
ｍ

）
の

段
差

を
解

消
す

る
こ

と
に

よ
り

啓
開

す
る

。


類

似
計

画
成

果
※

を
参

考
に

、
橋

梁
の

耐
震

状
況

や
周

辺
の

地
盤

状
況

等
を

鑑
み

、
10

～
3
0
c
m

程
度

の
段

差
が

発
生

す
る

と
想

定
し

て
道

路
啓

開
速

度
、

日
数

を
算

定
す

る
。

※
「
首

都
直

下
地

震
道

路
啓

開
計

画
」の

場
合

、
揺

れ
と

液
状

化
に

よ
る

想
定

段
差

の
平

均
よ

り
約

3
0
c
m

と
想

定
し

て
い

る
。

「
四

国
広

域
道

路
啓

開
計

画
」
の

場
合

、
段

差
1
0
cm

以
上

の
橋

梁
段

差
発

生
箇

所
に

つ
い

て
、

想
定

段
差

を
約

2
0
c
m

と
想

定
し

て
い

る
。

基
本

的
な

考
え

方

算
定

方
法

１
）
橋

梁
段

差

①
1
被
災

橋
梁

（
上

下
線

2箇
所

）
あ

た
り

の
必

要
人

員

・
4人

（
段

差
解

消
作

業
員
）

＋
4人

（
車

オ
ペ

レ
ー

タ
）
を

想
定

②
1
被
災

橋
梁

（
上

下
線

2箇
所

）
あ

た
り

の
必

要
機

材

・
パ

ト
ロ

ー
ル

車
、

ダ
ン
プ

ト
ラ

ッ
ク

各
2台

を
想

定

③
1被

災
橋

梁
あ

た
り

の
必
要

資
材

・
10
%
で
摺

り
付

け
る

と
し
て

、
20
c
mの

段
差

で
は

延
長

2.
0
m
、
幅

1
.0
m
で

1被
災
橋

梁
あ

た
り

0
.8
m3

・
「

国
土

交
通

省
土

木
工
事

積
算

基
準

」
か

ら
、

土
の
う

1
袋
あ

た
り

0
.0
2
m
3

＜
30
c
mの

段
差

＞
土

砂
：

1.
8
m
3
、
土

の
う

袋
：

約
90
袋
、

敷
鉄

板
：

4
枚

＜
20
c
mの

段
差

＞
土

砂
：

0.
8
m
3
、
土

の
う

袋
：

約
40
袋
、

敷
鉄

板
：

4
枚

＜
10
c
mの

段
差

＞
土

砂
：

0.
2
m
3
、
土

の
う

袋
：

約
10
袋
、

敷
鉄

板
：

4
枚

・
保

安
設

備
（

分
離

用
コ
ー

ン
5m
間
隔

、
バ

リ
ケ

ー
ド

2基
な
ど

）

④
1被

災
橋

梁
（

上
下

線
2箇

所
）
あ

た
り

の
作

業
時

間

・
「

国
土

交
通
省
土

木
工
事

積
算

基
準

」
か

ら
、

土
の
う

設
置

は

10
0
袋
あ

た
り
8時

間
/人

で
算
定

・
1被

災
橋

梁
を

4人
で
作
業

す
る

も
の

と
し

て
算

定

＜
30
c
mの

段
差
＞

1箇
所
あ
た

り
92
÷

10
0
×
8
÷

4≒
1
.8
時

間

＜
20
c
mの

段
差
＞

1箇
所
あ
た

り
40
÷

10
0
×
8
÷

4≒
0
.8
時

間

＜
10
c
mの

段
差
＞

1箇
所
あ
た

り
12
÷

10
0
×
8
÷

4≒
0
.2
時

間

図
段

差
解

消
イ

メ
ー

ジ
(段

差
2
0
c
m

の
場

合
)

図
配

備
イ

メ
ー

ジ
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４
．

２
必

要
人

員
・
資

機
材

、
燃

料
等

の
備

蓄
・
調

達
計

画


瓦

礫
に

つ
い

て
は

、
バ

ッ
ク

ホ
ウ

等
で

道
路

脇
へ

除
去

（
必

要
に

応
じ

て
ダ

ン
プ

ト
ラ

ッ
ク

に
て

運
搬

）
す

る
こ

と
に

よ
り

啓
開

す
る

。
ま

た
、

瓦
礫

の
除

去
に

併
せ

て
、

倒
壊

し
た

電
柱

を
道

路
脇

へ
除

去
す

る
。


土

砂
に

つ
い

て
は

、
瓦

礫
の

除
去

と
併

せ
て

、
仮

設
道

路
を

敷
設

し
な

が
ら

道
路

啓
開

を
実

施
す

る
。

基
本

的
な

考
え

方

算
定

方
法

２
）
瓦

礫
等

①
1
被
災

箇
所

あ
た

り
の

必
要
人

員

・
18
人
を

想
定

（
24
時
間
体

制
(8
時
間

交
代

制
)：

6人
×

3
パ
ー

テ
ィ

）

②
1
被
災

箇
所

あ
た

り
の

必
要
機

材

・
パ

ト
ロ

ー
ル

車
、

ユ
ニ
ッ

ク
車

、
バ

ッ
ク

ホ
ウ

、
ブ
ル

ド
ー

ザ
、

ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ
ク

を
想

定

・
土

砂
崩

壊
箇

所
で

は
、
上

記
に

加
え

て
道

路
工

事
用
機

械
（

タ
イ

ヤ
ロ

ー
ラ

ー
等
）

を
想

定

・
24
時
間

対
応

が
必

要
な
場

合
は

照
明

車
の

配
備

を
想
定

③
1被

災
箇

所
あ

た
り

の
必
要

資
材

・
保

安
設

備
（

分
離

用
コ
ー

ン
5m
間
隔

、
バ

リ
ケ

ー
ド
な

ど
）

④
1被

災
箇

所
あ

た
り

の
作
業

時
間

【
基

準
書

※
よ

り
24
時
間
体

制
(8
時
間

交
代

制
)を

想
定
し

た
3倍

の
施

工
速

度
と

す
る
】

・
ガ

レ
キ

の
除

去
の

施
工
速

度
は

1
,
50
0
m
3/
日
(2
4
h
)

・
盛

土
の

施
工

速
度

は
2,
07
0
m
3
/日

(
24
h
)

※
出

典
：
土

木
工

事
標

準
積

算
基

準
書

（
共

通
編

）
平

成
2
8
年

度
（
4
月

版
）

瓦
礫

の
除

去
：
p.

Ⅰ
-
2
-
④

-
1
 ①

掘
削

/
土

砂
/
オ

ー
プ

ン
カ

ッ
ト

/
押

土
な

し
/
障

害
無

し
/
5
0
,0

0
0
m

3
以

上

盛
土

：
p.

Ⅰ
-
2
-
④

-
8
 ④

路
体

（
築

堤
）
盛

土
/
幅

員
4
.0

m
以

上
/
敷

均
し

＋
締

固
め

/
1
0
,0

0
0
m

3
未

満

・
電

柱
の

除
去

に
つ

い
て

は
3
0
分

/
本

を
想

定
（
停

電
を

確
認

後
に

関
係

機
関

と
連

携
し

て
実

施
）

図
配

備
イ

メ
ー

ジ

写
真

瓦
礫

の
撤

去
イ

メ
ー

ジ
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４
．

３
道

路
啓

開
の

担
当

割
付


事

前
に

各
地

域
の

被
害

想
定

量
算

出
結

果
、

兵
庫

県
内

の
建

設
業

者
等

の
保

有
人

員
・
資

機
材

等
を

考
慮

し
、

啓
開

ル
ー

ト

の
担

当
（
管

理
者

、
災

害
協

定
業

者
）
を

割
り

付
け

る
こ

と
を

検
討

。

■
担

当
割

付
の

イ
メ

ー
ジ

不
測
の

事
態

を
想

定
し

、
原
則

、

対
象
路

線
ご

と
に

複
数

業
者
を

割
り
付

け
る

R
2-

⑩
A

社
、

B
社

R
2-

⑨
C

社
、

D
社

R
2-

⑧
E

社
、

F
社

R
2-

⑦
F
社

、
G

社

R
2-

⑥
H

社
、

I社

R
2-

⑤
J社

、
K

社

R
43

-⑤
L社

、
M

社

R
43

-⑥
N

社
、

O
社

R
43

-⑦
P

社
、

Q
社

Ａ
社

Ｂ
社 Ｃ
社

Ｄ
社

Ｅ
社

Ｆ
社

Ｇ
社 Ｈ
社

Ｉ社

Ｑ
社

Ｋ
社Ｌ
社

Ｍ
社

Ｎ
社Ｏ
社

Ｐ
社

Ａ
Ｊ
社

Ａ
Ｅ

社

Ａ
Ｋ

社

Ａ
Ｈ

社

Ａ
Ｉ社

Ｒ
社

Ｓ
社

Ｔ
社Ｕ

社

Ｖ
社Ｗ

社
Ｘ

社

Ｙ
社

Ｚ
社

Ｊ
社

Ａ
Ｆ

社

Ａ
Ｇ

社

Ａ
Ｄ

社

Ａ
Ｃ

社 Ａ
Ｂ

社

Ａ
社

Ｂ
社

Ｃ
社

Ｄ
社

Ａ
社

Ａ
Ａ

社

Ｅ
社

Ｆ
社

Ｇ
社 Ｈ
社

Ｉ社

Ｊ
社

Ｋ
社

Ｌ
社

Ｍ
社

Ｎ
社

イ
メ

ー
ジ
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第１回ワーキング H29.11.21

～道路啓開計画策定に向けた今後のスケジュール（案）～

ワーキング準備会（第１回担当者会議）H29.11.14

第３回担当者会議 H30.12.18

第２回担当者会議 H30.2.5

（注）ワーキングにおける議論の進捗により適宜スケジュールは見直しつつ進める。

平成３０年度

第３回ワーキング H31.1.18

第２回 ワーキング H30.2.28

平成２９年度 【承認事項】
●兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（仮称）
１．前提条件（案）
２．基本的な考え方（案）
（１）主要拠点の選定の考え方
（２）啓開ルートの選定の考え方
（３）道路啓開の目標

●公表の取扱い（案）

【承認事項】
●兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案）
１．前提条件（案）
２．基本的な考え方（案）
３．啓開ルート計画
（１）主要拠点の選定

・関連計画に位置づけられた拠点
（２）啓開ルートの選定

・基幹ルート
・沿岸部ルート（ゼロメートル地帯の迂回路除く）

【承認事項】
●兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案）
３．啓開ルート計画
（１）主要拠点の選定

・その他応急復旧活動に必要な施設等
（２）啓開ルートの選定

・沿岸部ルート（ゼロメートル地帯の迂回路）
・沿岸部への進出ルート

４．情報収集・連絡・連携
（１）指示連絡系統
５．啓開作業計画
（１）発災時の行動計画
（２）道路啓開の作業要領
（３）道路啓開の手順
（４）必要資機材、燃料等の備蓄・調達計画

・被災想定量の算定方法
（５）関係機関の役割分担

資料-１１

＜公表＞ 兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案） 第３四半期

※ワーキング資料は近畿地整ＨＰに掲載し公表

※ワーキング資料は近畿地整ＨＰに掲載し公表

※ワーキング資料は近畿地整ＨＰに掲載し公表

平成３１年度
【承認事項】
●兵庫県阪神淡路地域道路啓開計画（案）
３．啓開ルート計画
（２）啓開ルートの選定

・主要拠点への進出ルート
４．情報収集・連絡・連携
（２）情報収集・連絡手段の確保及び運用方法
５．啓開作業計画
（４）必要資機材、燃料等の備蓄・調達計画

・被災想定量の算定結果
・人員・資機材、燃料等の備蓄・調達計画

（６）道路啓開の担当割付

第４回担当者会議 第２四半期

第４回ワーキング 第２四半期
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